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渋取田遺跡が所在する大字諏訪形地区は、北を千曲の清流が流れ、南には緩やかな山並

みの小牧山がある、自然の恩恵を受けた地域です。

地域内には、城下保育園や城下小学校、第四中学校もあり、また、別所温泉線城下駅や

三好町郵便局などの社会資本も充実し、たいへんに住みやすい地域として発展してきまし

た。

また、小牧山中には指定史跡である群集墳や、江戸時代末から明治初頭にかけて活躍し

た、名工竹内八十吉の手になる「荒神宮本殿」が上岡市指定文化財第I号となっているなど、

歴史ある地域です。しかし、ニの地域の歴史学的な解明は、まだ緒に就いたばかりで、特

に集落祉の発掘調査は今回が初めてとなりました。

今回、長野県企業局上回水道管理事務所の浄水池増設工事に伴い発掘調査された渋取田

遺跡の発掘調査は、こうした意味でもたいへん重要な調査となりました。今回の調査にあ

たり、委託者である長野県企業局上回水道管理事務所の皆さまには、至る所で調査の便宜

を図っていただきました。また、現場作業員の皆さんには、極寒・酷暑のなか、厳しい作

業に献身的に従事していただきました。さらに、地元諏訪形自治会をはじめとする地域の

皆さまには、ニの調査に対し、ひとかたならぬ御協力をいただきました。特に、現地説明

会には多くの皆さまにお越しいただき、ふるさとの歴史や文化に改めて感動を寄せていた

だきました。

日本国憲法第25条第 I項には、「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営

む権利を有する。」とあります。健康であり、文化的である生活は、最低限のニととして

国や自治体が保障すべきニととなっています。そして、地方自治、住民自治の発展は、地

域の文化と過去の歴史を再認識し、これからの展望の議論を重ねるニとにかかっています。

今回の調査事業がその一助になれば、最大の喜びとするところです。

文化財の保存活用の課題は、山積していますが、今後とも住民の皆さまと力を合わせな

がら、末永くニの文化財を保護し、感動を伝えていきたいと存じます。

最後となりましたが、今回の発掘調査に御尽力いただいた関係各位に心から感謝申し上

げ、序といたします。

平成21年2月

上岡市教育委員会教育長森 大和
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図 I 渋取田遺跡発掘調査位置図



PL.1 渋取田遺跡航空写真(平成 18"'19年度分合成・写真上が北)



PL.2 平成 18年度 渋取田遺跡航空写真(真上から・写真上が北)



PL.3 平成 19年度 渋取田遺跡航空写真(真上から・写真上が北)



PL.4 平成 18年度渋取田遺跡航空写真(南から)

PL.5 平成 18年度渋取田遺跡航空写真(東から)
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PL.6 平成 18年度渋取田遺跡航空写真(西から)

PL.7 平成 18年度渋取田遺跡SD-Ol金属器出土状況(西から)



PL.8 平成 19年度渋取田遺跡航空写真(南から)

PL.9 平成 19年度渋取田遺跡航空写真(西から)



PL.lO平成 19年度渋取田遺跡航空写真(北から)

PL.ll 平成19年度渋取田遺跡SB-IO遺物出土状況(西から)



本書は、長野県上田市大字諏訪形に所在する渋取田遺跡の発掘調査報告書である。

調査は、長野県企業局上田水道管理事務所の委託事業により、上田市が実施した。調査及び調査に

係る事務は、上田市教育委員会事務局文化振興課が行った。

現地調査は、平成 18(2006)年 10月3日から翌 l月及び平成 19(2007)年6月11日から 10

月25日にかけて実施し、整理・報告書作成作業は、平成21(2009)年2月までの聞に断続的に実

施した。

基準・水準点設置、メッシュ(グリッド)設置に係る各種測量、空中写真測量及び空中写真撮影は、

株式会社写真測図研究所及びみすず綜合コンサルタント株式会社に委託して実施した。また、遺構

面等の実測作業は、饗場奈那江・大井敬子・田村まり子・山本万里・丸田由紀子が行った。

整理・報告書作成作業は、饗場奈那江・大井敬子・田村まり子・山本万里・丸田由紀子が行った。

金属器や木製品等の保存処理は、財団法人山梨文化財研究所に委託して実施した。

本書に使用した写真は、主に中沢徳士が撮影し、航空写真は委託業者が撮影したものを使用した。

また、石器・金属器の写真と、土器写真の一部は、小川忠博が撮影したものを使用した。

本書の編集は中沢が行った。

本調査に係る資料は上田市教育委員会の責任下に、上田市立信濃国分寺資料館に保管している。

10本調査にあたり、多くの方々の御協力をいただいた。芳名を期して感謝する。(順不同・敬称略)

小池雅夫(元上田市文化財保護審議会会長)、棲井松夫(上田市文化財保護審議会会長)、川上元(上

田市文化財保護審議会委員)、諏訪形自治会、塩入秀敏(元上田女子短期大学教授)

11作業員の皆さん

饗場奈那江、秋山八栄子、新井邦雄、内山仁志、大井敬子、木本昭正、児玉和良、竹内和好、田村雄二、

保屋野友延、満木重雄、村田宣子、村松秋恵、丸田由紀子、山本万里、横沢生枝、横沢昇、和田和英
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遺構

遺構の略号は次のとおりで、続く番号は、本調査地内で、任意に振ったものである。竪穴住居祉…

SB一、溝…SD一、土坑・井戸…SK一、集石…SX一、ビット…P一、竪穴住居祉のビット…p

実測図については、国家座標の北を頁の上とし、例外は方位を示した。

縮尺は、原則として原図1/10と1/20に1/3縮小をかけて1/30、1/60とした。

レベルの標記はすべて海抜高(単位:m)である。

網点は焼土を示す。

遺構観察表の長さの単位は mで、主軸方位は国家座標の北からの角度で示した。

土層の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色彩票監修の『新

版標準土色帖Jl1990を用いて判別した。

遺構写真の縮尺は任意である。
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遺物

土器・石器・鉄器実測図は、原則として原図1/1に1/3縮小をかけて1/3とした。

遺物観察表の「胎」は胎土を、「焼」は焼成を、「色」は色調を示し、色調は、農林水産省農林水産2 



技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色彩票監修の『新版標準土色帖Jl1990を用いて判別

した。法量の単位はすべて cmである。

3 土器・石器・鉄器写真の縮尺は任意である。

4 土器の名称や部位の標記は次のとお りである。

遺物表記凡例

須恵器士不 底部

三31T

底部

土師器高杯

11口暦部
J仁l縁部
|体部

]底部

脚部 脚柱部

胴部

部裾

土師器聾 ]底部

調査の体制
調査は、上田市教育委員会事務局文化振興課が事務局となって実施した。その体制は次のとお りであ

る。

教育長森大和

教育次長中村明文(平成 19年3月31日退任)、小菅清(平成 19年4月l日着任)

文化振興課長 岡田洋一(平成 18年9月30日退任)、伊藤正巳(平成 18年 10月l日着任・平成

20年 3月31日退任)、中部道男(平成20年4月l日着任)

文化財保護係長 土屋俊彦(平成 18年9月30日退任)、小林栄子(平成 18年 10月l日着任)

文化財保護係 中沢徳士、尾見智志(平成 19年3月31日退任)、小林伝(平成 18年 3月6日着任)、

和根崎剛(平成 19年4月l日着任)
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PL - 11 平成 19年度摂取因遺財¥$B-I0漬物出土状況(西から)

本文内写真

写真図版

遺構

PL - 12 摂取因遺跡航空写真(北から)

PL - 13 2006，10，10表土剥ぎと遺骨検出作業

PL - 14 2006，10，30表土剥ぎと遺構J検出作業

PL - 15 2006，11，15遺構検出作業

PL - 16 2006，12，13遺構検出 掘 り上げ実測

PL - 17 2006，12，23現地説明会

PL - 18 2007，6，15表土剥ぎ

PL - 19 2007，6，19遺構検出作業

PL - 20 2007，8，3遺構掘上げ作業

PL - 21 2007，9，251重構掘上げ 実測作業

PL - 22 2007，10，12遺構掘上げ実測

PL - 23 2007，10，22極め戻L作業

PL - 24 下町田遺跡航空写真

PL - 25 他国塚古墳

PL - 26 悟溝国分寺跡

PL - 27 中待寺薬師堂(重文)

PL - 28 史跡上田城跡櫓門及び南北櫓

PL - 29 

写真図版 1 

写真図版 2 

写真図版 3 

写真図版 4 

写真図版 5 

写真図版 6 

写真図版 7 

写真図版 8 

写真図版 9 

写真図版 10 

写真図版 II 

写真図版 12 

写真図版 13 

写真図版 14 

写真図版 15 

写真図版 16 

明治29'年開業大屋駅舎

SB-Ol(南).SB-Ol種(南).SB-Ol遺物出土状況(南)

S8回(南).SB-03(南).SB-03篭(南)

SB-04(南).SB-04種(南).SB-05(南)

SB-05地床炉(南).SB岨(酉).SB-06種(西)

SB-07(酉).SB-07種(酉).SB-08(酉)

SB-08種(西日 SB-09(西).SB-09窟(酉)

SB-I0(北西日 SB-I0竃及び漬物出土状況(北西).SB-I0種及び遺物出土状況溝上 写真上が南東)

SB-11(南西日 SB-l1窟(南西).SB-12(南東)

SB-12種(南東).SB-13(南東).SB-13種(南東)

SB-13種夫弁石検出状況(南東).ST-Ol(烹).ST-02(南)

SO-OI(西).SK-02(西).SK-05(南)

SK-07~出土(東). SK-07(烹).SK-I0(烹)

SK-I0(酉).SK-I0井戸枠出土状況(北西).SK-I0井戸枠出土状況(南東)

SX-Ol . 02(;:1七).SX-Ol(南).SX-02東1

Po-Ol検出状況(西).Po-Ol内部藤検出状況真上 写真上が南).Po-Ol(南)

Po-02検出状況(南).Po-02半数(南).SB-I0出土土器集合写真
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II 

12 

12 
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遺物

写真図版 17 S8-01-03・S8-01-04・S8-01-06・S8-01-07・S8-01-08.S8-01-09. S8-01-1Q. S8-01-11 

写真図版 18 S8-01-17・S8-01-18・S8-01-19・S8-01-20・S8-01-22. S8-01-23 

写真図版 19 S8-02-02・S8-02-05・S8-02-06・S8-02-07・S8-02-08. S8-02-1Q. S8-02-12. S8-03-03 

写真図版 20 S8-03-04・S8-03-05・S8-03-06・S8-03-07・S8-03-08.S8-03-11. S8-03-12. S8-04-01 

写真図版 21 S8-04-03・S8-04-04・S8-04-05・S8-04-07・S8-04-08. S8-04-09. S8-04-13. S8-04-14 

写真図版 22 S8-04-15. S8-04-17. S8-04-18・S8-04-22・S8-04-23. S8-04-24 . S8-04-27 . S8-04-29 

写真図版 23 S8-04-33・S8-04-35・S8-04-36・S8-05-06・S8-06-01 . S8-06-02 . S8-06-03 . S8-06-05 

写真図版 24 S8-06-06・S8-06-07・S8-06-08・S8-06-09・S8-06-1Q.S8-06-11. S8-06-12. S8-06-16 

写真図版 25 S8-06-17・S8-06-19・S8-06-20・S8-06-21・S8-06-22. S8-06-24 . S8-06-28 . S8-06-29 

写真図版 26 S8-07-02・S8-07-03・S8-07-04.S8-07-05・S8-07-07. S8-07-13. S8-08-02. S8-08-03 

写真図版 27 S8-08-04・S8-08-06・S8-08-07・S8-08-11・S8-08-12. S8-09-02 

写真図版 28 S8-09-06・S8-1Q-01・S8-1Q-02・S8-1Q-03・S8-1Q-04.S8-10-06. S8-1Q-07. S8-1Q-11 

写真図版 29 S8-10-1Q・ S8-1Q-12・S8-1Q-13・S8-1Q-14・S8-1Q-15.S8-10-17 

写真図版 30 S8-10-18・S8-1Q-19.S8-11-01. S8-11-03・S8-12-01. S8-12-02. S8-12-03 

写真図版 31 S8-12-04・S8-12-05・S8-12-09・S8-12-11・S8-12-12. S8-12-14 

写真図版 32 S8-13-01・S8-13-02・S8-13-03・S8-13-05・S8-13-07. SK-02-01 . SK-02-02 

写真図版 33 SK-02-03 . SK-02-03刻害部.SK-02-05 . SK-02-06 . SK-02-09 . SK-02-1Q . SK-02-11 . SK-03-03 

写真図版 34 SK-05-0 1 . SK-06-0 1・SK-06-03. SK-07-02. SK-07-06. SK-07-03. SK-08-01・SK-IQ-OI

写真図版 35 SK-IQ-02 . SK-IQ-03・SK-IQ-04. SK-IQ-05 . SK-IQ-06・SK-IQ-07. SK-IQ-09・SK-IQ-1Q

写真図版 36 SK-IQ-11 . SK-IQ-15・SK-IQ-20. SK-IQ-22. SK-15-01・SK-15-03.SK-15-08・SK-15-09

写真図版 37 SK-15-11 . SK-15-13・SK-15-14. SK-15-15. SK-15-16・SK-15-17.SK-15-18・SK-15-19

写真図版 38 Po-Ol・Po-02. Po-04 . Po-05 

写真図版 39 遺構外[歴史時代]-15 遺構外[歴史時代]-19・遺構外[歴史時代]-20 遺構外[歴史時代]-25 遺構外[歴史時代]-27 遺構外[歴史時代]-28・遺構外[歴史時代]-32・遺構外[歴史時代]-33

写真図版 40 遺構外[歴史時代]-63 遺構外[歴史時代]叫・ 遺構外[縄文土器]-01 遺構外[縄文土器]-20 遺構外[縄文土器]-27 遺構外[縄文土器]-36・遺構外[縄文土器]43

写真図版 41 遺構外[縄文土器]-61 遺構外[縄文土器]-62・遺構外[縄文土器]-75 金属器 08(S8-06) 金属器 09(S8-03)・金属器 II(遺構外)・金属器 12(SD-OI) 

写真図版 42 石器 1(S8-03)・石器 2(Tr-02) 石器 3何r-02)・石器 4(Tr-ll) 石器 5(遺構外) 土製品 I



第一章調査の経過

第 l節調査に至る経過

平成 17年7月21日、公共事業に係る埋蔵文化財の保護協議において、長野県企業局上田水道管理

事務所(以下「県水事務所」という。)から、浄水油建設に伴う遺跡保護協議があった。計画は、当時

テニスコートや緑地となっていた浄水場敷地内にあらたに浄水池を建設する、というものである。

遺跡分布図によれば、予定地には渋取田遺跡が所在しており、上田市教育委員会事務局文化振興課文

化財保護係(以下「事務局」という。)では、平成 17年度国庫補助事業「市内遺跡発掘調査」により

平成 17 年 11 月 7~8 日に施工部分の試掘調査を実施した。

調査の結果、縄文土器・土師・須恵器片とともに住居祉のプランが検出され、遺跡の存在が確定され

た。この結果、施工前の発掘調査による遺跡の記録保存が必要となった。

平成 18年5月24日、現地協議を行った際、浄水油建設計画のほぼ全容が提示され、その結果、当

初は 2，000平米の現地調査で計画していたものが、倍の 4，000平方メートルの調査が必要で、あること

となった。

事務局では改めて調査費用と調査期間の見積を行い、県水事務所と再協議を行った。その結果、平成

18年度は施工区域の西半部を、 19年度に東半部をそれぞれ現地調査し、 20年度に報告書を刊行する

こととなった。

平成 18年度については、埋蔵文化財発掘調査の委託契約を平成 18年8月31日付で締結し、平成

18年 10月3日、現地調査に着手した。

第2節調査の方法

1 .遺跡名と略記号

周知の埋蔵文化財包蔵地である

渋取田遺跡は、昭和 39年(1964)

県水事務所及び浄水場が建設され

た折りに、縄文土器や土師・須恵

器などを出土したことにより確認

されたというが、昭和49年3月

に刊行された『上田市の原始・古

代文化c!(上田市教育委員会)に

その記述はない。遺跡は、大字

諏訪形の宇渋取田から宇中堰に

かけて所在している。遺跡略号は

iShibu-Tori-DaJの頭文字STD

を遺跡の略号として付し、各種の ~_r'"

記録や遺物の注記等に用いた。

2. 調査区の設定

調査区域は、浄水油増設部分と

PL.12 渋取田遺跡航空写真(北から)
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した。

3. グリッドの設定

調査においては、国家座標に則ったメッシュを切り、 l単位の大きさが3x 3 mのグリッドを設定し

た。メッシュ交点には記号を与え、座標値X=43，110、Y=-22，881をAOOとして、西方向にA、B、C、

D…、南方向にo1、02、03，04…という順に進むものである。例えば、基準点から西に 15m、
南に 21mの地点は F07と表される。各種の現地平面測量には、このメッシュ番号が用いられている。

また、グリッド番号は、北東の交点のメッシュ番号を用い、遺物の取り上げ等に用いた。

4 遺構測量

遺構の平面測量は、前述のメッシュを基準に 1/20縮尺で;1Tった。また、現地調査終了時には、ラジ

コンヘリコプターによる空中写真測量も行っている。断面図や土層図は手取りによるものであり、エレ

ベーション図作成には、空中写真測量の成果も用いている。

5.遺構の掘り上げ

現地調査における表土の除去は、主に重機によって行い、その後遺構検出作業、遺構掘り上げ作業は

すべて人力で、行った。

第3節調査の経過・日誌(抄)

平成 18年度

10/3 現地調査着手。調査区南西隅から北東に向かつて重機で表土を剥ぐ。

10/ 5 重機で表土を剥ぐ。現場作業員が入り、発

掘調査機材を搬入する。調査前に伐採してあったヒ

マラヤスギを移動する。

10/10 表土剥ぎを続ける一方、作業員による遺構

検出作業を行う。

10/16 表土剥ぎを続ける一方、作業員による遺構

検出作業を行う。調査区北西隅と北東隅に集石が

検出される。

10/20 作業員による遺構検出作業を行う。測量業

者によるメッシュ張りが行われる。

10/30 作業員による遺構検出作業を行うととも

に、重機による表土剥ぎと排土の整理を行う。

11/ 6 遺構検出作業。黒褐色の沖積層に掘りこま

れた竪穴住居祉や遺構のため、プランがまったく

見えない。しかし、随所に竃跡か検出されており、

これ以上表土を剥ぐことができないため、竃跡を

中心にトレンチを入れて検出をはかる。

11/ 9 午前中は、遺構検出のためのトレンチをさ

らに入れる。午後、上田女子短期大学の研修生を

6名受け入れる。

3 

PL.13 2006，10，10表土剥ぎと遺構検出作業

PL.14 2006，10，30表土剥ぎと遺構検出作業



11/16 遺構検出作業及びトレンチのセクション実

測を行う。

11/21 遺構検出作業を継続する一方、遺構のプラ

ンを想定できた箇所から掘り上げにはいる。

11/29 遺構検出・掘り上げ・実測を行う。

12/ 5 引き続き遺構検出・掘り上げ・実測を行う。

調査区東壁際の須恵器埋聾を掘り出すが、掘り方

は確認できない。

12/14 遺構掘り上げ。凍上が厳しく、一日中調査

区域がぬかるみ、効率がよくない。

12/19 遺構検出面の清掃を行い、空撮・空測作業

を行う。

12/20 現場撤収。

12/23 現地説明会開催。約50名の参加。

以降、重機による現場埋め戻しを年明けまで行

い、 18年度の現地調査は終了する。一方、埋蔵

文化財整理室において、遺構図等の実測図面や遺

物の整理作業を行い、平成 19年2月28日に 18

PL.15 2006，11，15遺構検出作業

年度の調査事業を終了した。 PL.16 2006，12，13遺構検出・掘り上げ・実測

平成 19年度

4/24 19年度の調査事業について協議。

5/14 19年度調査事業の委託契約を締結。

6/11 表土剥ぎ開始。昨年調査の東側を継続して

行う 0

6/13 昨年調査範囲の掘り残し分の範囲の表土剥

ぎを行う。一度埋め立てた土のため、腐敗臭がす

る0

6/19 本日から作業員を投入し、遺構検出を行う。

表土剥ぎは休止。

6/20 昨年調査し、埋め戻した箇所の掘り上げと、

重機による表土剥ぎを行う。昨年の課題となって

いた集石は東側にほとんど拡がらないことが判明

した。

6/25 表土剥ぎは終了し、遺構検出作業を行う。

調査区の西半部は相変わらず沖積層からの遺構の

検出となり、検出が困難。昨年出土した須恵器大

童の東側に並んで同様の須恵器聾が埋設されてい

る。

6/28 調査区東側の遺構検出と埋設されている水
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PL.17 2006，12，23現地説明会

PL.18 2007，6，15表土剥ぎ



道塩ビ管の除去を行う。

7/4 調査区北東部拡張のため重機による表土剥

ぎを行い、この箇所と南東部の遺構検出を行う。

7 /18 調査区西側の遺構検出。昨年調査し埋め戻

した土の除去を行い、未掘のビットの再検出を行

つ。

7 /19 調査区西側の調査区拡張。昨年度調査では

不明であった住居祉プランの一部が確認されたた

め、重機により調査区を拡張し、遺構検出をおこ

なう。

8/3 遺構掘り上げ。調査区中央の SK-I0は、井

戸跡の様相を呈してくる。

8/4~8/16 猛暑により現場作業休止0

8/17 現場作業再開。

8/23 遺構掘り上げ。 SK-I0北側に竃跡らしき焼

土が検出されていたため、サブトレンチを入れて

プランの確認を行う。

8 /27 ~ 9 / 4 調査担当者が腰痛により療養休暇

となったため現場作業休止。

9/5 調査担当者復帰により現場作業再開。

9/10 遺構掘り上げを進めるとともに実測を進め

る0

9/19 SK-I0の井戸はいよいよ深くなり、人間一

人がすっぽりと隠れてしまう。

10/3 遺構掘り上げを進めるとともに実測を進め

る。

10/9 空中写真撮影・測量を行う。

10/10 井戸跡と、調査区東端に検出された住居祉

の掘り上げを進める一方、調査のすんだ、西側から

重機による埋め戻しを開始する。

10/11 井戸跡は 4m近い深さとなり、掘り上げた

土を上げることがいよいよ困難となったため、重

機のアームをおろして掘った土の排出を行う。

10/12 井戸跡の掘り上げはほぼ底まで行い、実測

を行った後に掘り方を確認するため重機で大きく

半裁する。

10/25 調査区埋め戻し完了し、すべての現場作業

を終了する。

以降、埋蔵文化財整理室において、遺構図等の

PL.19 2007，6，19遺構検出作業

PL.20 2007，8，3遺構掘上げ作業
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実測図面や遺物の整理作業を行い、平成20年2

月28日に 19年度の調査事業を終了した。

平成20年度

4/3 20年度の調査事業について協議。

5/1 20年度調査事業の委託契約を締結。

ー
、

/
 

以降、埋蔵文化財整理室において、遺構図等の実

測図面や遺物の整理作業、報告書作成作業を行い、

平成21年2月28日にすべての調査事業を終了し

た。 PL.23 2007，10，22埋め戻し作業

図3 渋取田遺跡周辺宇界図(1/14，000)
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遺跡の環境第二章

自然的環境第 l節

同
開

太
肌
叩
M
度

1'1 月月同月 円 月月 月月月

上岡市の最高・最低気温、平均気温の年変

化、太陽高度の年変化グラフ

上田の気候

長野県は本州中央部に位置し、周囲を山に固まれている。このため上田の気候には内陸性の特徴がみ

られる。夏には日中の気温は東京よりも高温になることが多いが、乾燥しており、夕方から明け方まで

は気温が下がるためしのぎやすい。冬期間には長野県内でも県北部に比べて上田・佐久は降水量が少な

し太平洋側気象区の特徴を示している。

上田市の年間平均気温は 12.10Cで、県下では飯

田地方に次いで、暖かい。気温の年較差は 25.80Cで

札幌の数値に近く、寒暖の差が大きい。市内でも場

所による気温の差が大きいが、市街地が最低、最高

気温ともに最も高い。年平均湿度は 66%で、東京

などと並んで全国でも最も低い類に入る。

上田では平均年間降水量が878.7mmと

1，000mmに達せ式全国的に見ても雨の少ない土

地である。これは海からの湿った空気が周囲の高山

に遮られて雨や雪を降らせ 上田上空に達するまで

に乾燥した空気となってしまうためである。降雨は

年聞を通じて少ないのが特徴である。市内では山に

近い地域ほど雨が多いが、平地では塩田平に比べて

千曲川右岸の降水量が少ない傾向がある。

冬季は西南西と東の風が多く、夏には南東の風が

卓越風である。年聞を通じて北および南からの風が

大変に少なく、東や西の風が多い特徴がある。これ

は地形の影響によるもので、南と北に山が連なり、

千曲川に沿った東西方向に風が吹き抜けるためであ

70. 

60. 

50. 

40. 

上回気説迎絡所

(;;;:!。~tm3G.23.9 

京総138.15.1'

I I 
M高気温
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10 

る。

日照時間が長いのも上田の特徴で、年間2000時間以上というのは長野県下のみならず、全国的にも

高い数値である。快晴日数の平均は年80日前後に達する。

上田の地形と地質

上田は盆地状の地形で、周囲を独鈷山・大林山・太郎山といった標高 1200~ 1300 m級の山々に固

まれている。千曲川は市内で標高465mから 417mまで流れ下り、この右岸に中心市街地が広がって

いる。また、左岸側では、海抜450~ 500 mほどの塩田平が水団地帯を形成している。塩田平には寡

雨に備えた濯概用の溜池が多く見られる。

上田市を東西に流れる千曲川は奥秩父の甲武信ヶ岳付近を水源とし、長野県土の北半を貫いて新潟県

に入ると信濃川と名を変え、日本海に注ぐ全長 367kmの日本一の大河である。上田市内でこれに注ぐ

主な支流としては、右岸から神川・矢出沢川などがあり、左岸からは塩田平を流れる産川水系が浦野川

7 
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幅高
500m 

染屋面

染屋層
400m 

染屋層

新期上小湖成層

上 積信
上回維大
田 械 学
滅 菌部 上岡原面

包囲泥流

図5 上田盆地の地形区分(上)及び地形断面図(下)

染屋商

染屋層

に合流している。千曲川

の市内中心部での川原は

幅400"" 600 mにわた

って広がる。

上田地域の地層は海

成層の上に湖成層があ

って、 さらに約 l万年前

頃からは湿地性や扇状地

の堆積物が形成した地層

がある。これに火山に由

来する貫入層や堆積物が

加わり、市内でも地域に

よって多様な地質が分布

している。 古い時代の地

層は山地に見られ、太郎

山などに産する緑色凝灰

岩は古くから礎石などの

建材として利用されてき

新期上小湖成層 た。上田でと りわけ特徴

的なのは千曲川流域に発

達している階段状の地形

で、これには河岸段丘の

段丘崖と断層で形成された断層崖とがある。また、扇状地地形は山を下った急流が緩斜面に出る山際に

形成され、大小さまざまに見られる。

盆地内の地層や地形は、主に第四期 (170万年前まで)に形成された。厚く堆積した湖成層のほかに、

川や谷の底を埋めて堆積した染屋層が広く分布しているが、このうち千曲川に沿った地域が断層によっ

て落ち込み、段丘状の崖地形が形成されている。

3 渋取田遺跡周辺の地形と地質

渋取田遺跡は上田市東部の千曲川左岸に位置してお り、北側を西行する千曲川と南側に立つ小牧山塊

に挟まれた地域で、千曲川が形成した氾濫原と小牧山からの扇状地がぶつかる、氾濫原の微段丘面に広

カまっている。

小牧山塊は千曲川 と依田川・尾根川に固まれた標高600""700mほどの山地で、最高峰は797.2mで、

他に小牧山(771.1m)・須川山・ 倉升山・ 東山など、い くつもの峰から成り立っている。遺跡の所在す

る山地の北側は険しい崖となっており、そ こに金窓寺川・初太郎沢川・木戸沢川・不動沢川・根蓮沢川が、

千曲川に向かつて谷を刻んで、いる。この地域は大部分が磯岩の厚い地層で、いわゆる小川層が存在する。

小川層は、亜炭層の他に厚い磯岩層と砂岩層 ・泥岩層・ 火山砕屑岩層などで構成される。礁岩層の

礁の種類は安山岩が主で、流紋岩や花両岩・ チャートなども混じる。礁の大きさは、 ほとんどが直径

15cm以下の円礁である。 亜炭は、炭化が進んでいないために木目が分かり、 7層ほどが想定されるが、

いずれも 5""20cmほどの厚さのものが不連続に分布している。
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小川層の礁岩層や砂岩層が堆積していた 800万年前頃、海底で火山活動が始まり、火山砕屑層を形

成した。火山角醗岩層の角礁は、 20"-'50cmのものがほとんどだが、中には数mの厚さがある安山岩

の溶岩片が混じった部分もある。次節で述べる小牧山中の古墳群には、これらの巨礁が用いられたと思

われる。

4 上田の植生

植物区系の上では、上田は太平洋区系区と日本海区系区の境目に当たり、またフォッサマグナ亜区系

区と中部山岳区系区にも重なっている。このように多様な植物分布が見られるのが上田の植生の特徴で

ある。市内の平地は標高500m前後に位置し、垂直分布では丘陵帯から低山帯へと移る付近に相当する。

山地にはアカマツが多いが、里山ではコナラやクヌギ林が多く見られる。千曲川の段丘沿いにはケヤキ

林が帯状に続いて特徴的な景観を呈している。このケヤキ林は遷移を経て安定した自然林で、ここでは

古来から段丘の景観を形作っていたものと考えられている。

第2節歴史的環境

1 先史~縄文時代

上田盆地周辺に人の居住が始まったのは、およそ 2万年前頃と考えられている。この時代の遺跡は菅

平高原や和田峠周辺などの高地に集中して分布するが、塩田平などの平坦地でも人の活動を示唆するよ

うな遺物の発見が徐々にみられるようになってきている。

縄文時代になると、山裾の扇状地が主要な

生活の場となっており、このほか千曲川をはじ

めとする河岸段丘の縁辺部も盛んに利用されて

いる。これに対して河岸段丘の内部や氾濫原の

沖積地には縄文人の活動痕跡は見られない。千

曲川左岸では、塩田平の遺跡から草創期・早

期の遺物が発見されているものの、遺構は確認

されていない。前期から中期では、やはり塩田

平の検田見遺跡から中期の住居祉が確認されて

いる。後晩期では、浦里地域の下前沖遺跡から

81点もの秀麗な土製耳飾りとともに炉祉など

の生活痕が確認されている。千曲川右岸の一帯

は、染屋面にも上田城面にも縄文遺跡はわずか

しか発見されておらず 左岸側やその他の支流

域とはやや異なる様相を示している。

2 弥生時代

千曲川流域では、弥生時代の中期後半から長

野地方や佐久地方などで大規模な集落が営まれ

るようになった。上田地方ではこれより遅れ、

弥生時代の後期後半から終末期にかけて集落遺

跡が出現し、全域に分布する。このような時期
PL.24 下町田遺跡航空写真
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差の理由は現時点で必ずしも明らかでないが、降水量の少ない当地方でも濯概技術による稲作が可能に

なったことなどが想像されている。上田の弥生時代における集落の立地は、河岸段丘上や自然堤防など

冠水しにくく、水田に適した低湿地を近くに伴う場所が主に選ばれている。左岸では、塩田平の産川流

域などが最も利用されており、千曲川右岸でも上田城面に遺跡が分布している。集落は数軒を単位とす

る小規模なものがほとんどだが、居住域以外を含めた全体像が明らかになった例はまだなく、実態には

不明な点も多い。

千曲川左岸の氾濫原に位置する弥生遺跡としては、御所から中之条にかけての遺跡群や上田原段丘上

の上田原遺跡があげられる。上田原遺跡の該期の遺構としては、竪穴住居祉5件、周溝墓4件、土墳・

土墳墓・木棺墓などが検出されている。周溝墓の

うち、 2件は円形、 2件が方形で、鉄釧やガラス

小玉などが出土しているほか、遺跡内からは後期

の鉄鉾や銅鉱も出土している。上田原遺跡におけ

る周溝墓のように地域の有力者の存在を窺わせる

発見などから、上田小県地方がこの頃一つの勢力

圏を形成しつつあったと想像する見方もある。

3 古墳時代

4世紀後半の大蔵京古墳に始まる上田地方の古

墳は、 5世紀後半まで方墳のままで、他の千曲川 PL.25 他田塚古墳

流域でのような前方後円墳への変化が大きく遅れる。このことは当地方が中央政権の支配下に置かれる

のが他に比べて遅かったことを物語ると考えられている。古墳時代前期の集落は小規模なものが多いが、

後期には建物が集中して建てられ、大規模なムラが出現する。その代表的な例が国分寺周辺遺跡群で、

ここでは方形の溝の一部が発見され、居館の濠である可能性があることから注目を集めている。東信地

方で唯一の前方後円墳である二子塚古墳は黄金沢川扇状地の扇央部に位置しており、 6世紀前半から中

頃の築造と考えられ

ている。

上田にある古墳で

はこのほかに、帆立

貝式の王子塚、円墳

の吉田原、神川流域

の新屋古墳群、他国

塚古墳や塚穴原一号

墳をはじめとする下

之郷古墳群、そして

渋取田遺跡南側の小

牧山内北麓の 15基

からなる後期古墳群

である。中でも、 j取

訪形宇東山に所在す

る「タタラ塚古墳」 図6・ 1 渋取田遺跡と信濃国分寺周辺地字図

nu 
l
l
 



と5基からなる舟窪古墳群は、すべて横穴が閉口し、

墳丘もわずかに崩れているものの原形をよく留めてお

り、上田市の指定文化財(史跡)となっている。なお、

南麓には他国塚古墳や塚穴原一号墳(いずれも上田市

指定文化財)をはじめ、 43基からなる下之郷古墳群

が形成され、小牧山全体がさながら古墳時代の墓地公

園の様相を呈している。

「科野国造」は古事記の神武天皇条が初見であるが、

中央集権的支配体制のもとに国県制が整備されたのは

7世紀の前半頃とみられる。当時の国造の本拠地には

諸説あるが、生島足島神社の存在などから小県郡にそ

れを求める説もある。国造は大和平野の中心に勢力

を持っていた多氏の系統と考えられており、そこから

他国氏や金刺氏などに分かれたものとみられる。

4 律令期

大宝律令のもとで信濃固にも国街が設置され、中

央から国司が派遣された この信濃国府がどこに所在 PL.26 信濃国分寺跡

したかは今もって明らかになっていないが、『和名類東紗』には筑摩郡に在りと記されている。しかし、

国府と国分寺は近接して置かれるのが通例であることから、当初小県郡に置かれた国府が9世紀頃に筑

摩郡に移ったと考えるのが現在の通説となっている。上田における国府の所在地としては、条里的遺構

が今も残る神科台地と、常国の信州大学繊維学部敷地周辺に推定されている。

渋取田遺跡が立地する諏訪形は、『和名類東齢、』小県郡8郷のうちの「須波郷」にあたり、この諏訪

形と千曲川対岸の諏訪部地籍を中心に所在したと推定されている。千曲川左岸に存在する奈良・平安期
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の代表的遺跡として

は、小泉地区の高田

遺跡や、築地地区の

駕龍田遺跡などが発

掘調査されている。

両遺跡は推定される

令制東山道に沿い、

かつ、奈良~平安時

代初頭の掘立柱建物

群が確認されたこと

により、官衛的な性

格を持った遺跡では

ないか、という想定

もされている。特に

高田遺跡では、布目

瓦も数多く出土して



おり、遺跡の全容解明が待

たれているところである。

東山道の経路について

は諸説ある。初期の東山

道は伊那郡から直線的に佐

久方面へと抜けていたよう

だが、官道として整備され

てのちは筑摩郡を経由する

ようになり、この時点で上

田地方を通過するようにな

った。詳細な位置は不明だ

ったが、平成 18年、前述

の高田遺跡北方の段丘下に

2条の溝祉を伴った幅約
PL.27 中禅寺薬師堂(重文)

12mの道路遺構が、従前から推定されていたルート上に発見され、上田地域では唯一、確定的な東山

道遺構となっている。

渋取田遺跡付近では、対岸の上田城面を東進する説が有力だ、が、一方でド『将門記』の承平8年(938)

の平将門と貞盛の天慶の乱の記述に、東山道を通って京に向かう貞盛を将門が追って信濃国分寺の辺り

で追いつき、千曲川を挟んで合戦した、というくだりから、東山道が諏訪形・小牧を通って千曲川を渡

河し、信濃国分寺に至ったという説もある。

いずれにしても、信濃国分寺跡に近い千曲川沿いを東に向かつて上野国へ抜けていたことは確かで、

当時の上田盆地は信濃国の政治・経済・軍事などの重要な中心としての地位を占めていた。

5 中世

律令制度が崩壊に向かうと、上田小県地方で、も開発領主の寄進により貴族や寺社が経営する荘園が数

多く成立した。「吾妻鏡」には 12世紀末の信濃国における荘園の名を記した書付が収められているが、

これによれば当地方には八

条院領常田庄や最勝光院領

塩田庄など6つの荘園と 3

ヶ所の牧の名が見られる。

この時代には地元に所領

を持つ地方武士達が勢力の

増大を目指して都に向かっ

た。

源氏の世となると、この

地域の武士達は鎌倉御家人

を指向するようになった。

このような武士としては、

海野氏、祢津氏、泉氏、浦

野氏などが代表的である。 PL.28 史跡上田城跡櫓門及び南北櫓
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一方、それまで、有力者だ、った塩田氏などは義仲に与したために所領を失う結果になったかとみられる。

鎌倉時代の塩田平では幕府の重臣である島津氏、その後は北条氏が地頭、職をつとめ、北条義政がここに

遁世してからは塩田北条氏が三代60年間にわたって仏教文化を花聞かせた。今日でも安楽寺三重塔を

はじめとする数多くの歴史的建造物、史跡が残されている。なお、国分寺郷は荘園化されることはなく、

終始公領であった。

鎌倉幕府が滅亡して信濃から北条氏の勢力が消滅すると、当地方も地方領主による争乱の時代に入る。

荘園の消滅と並行して守護と国人領主の対立が激化するなか、塩田城を本拠とする村上氏が支配を拡げ

たが、天文20年に甲斐の武田勢によって攻略された。

地士の真田氏は、同じ頃に武田に仕えるようになり、次第に頭角を顕わしていった。諏訪形が現れる

もっとも古い史料は、この時期の天文 19年(1550)で、真田幸隆が武田晴信から諏訪形300貫文、上

条700貫文の地を宛てられたとするものである。

真田氏は、武田滅亡後の戦乱を主家を次々と変えることで巧みに切り抜けた。天正 11年(1583)に

は上田城の築城を開始し、間もなく小県郡一円を支配下に収めた。また、現在の市街地の骨格をなす城

下町も形成された。真田が上杉に臣属したために徳川|から攻められ、関ヶ原合戦で、も昌幸・信繁父子が

西軍に加わったために上田城は徳川勢の攻撃にさらされたが、よくそれをしのいだ。東軍勝利の後は、

真田信之が沼田・小県を合わせた 9万5千石を領して上田城主となり、領域支配を確固たるものにした。

6 近世

徳川幕府の時代には、城主が真田氏から仙石氏、松平氏と代わる中、城下は物資の集散地として栄え

た。現在見る上田城は主に仙石氏の時代に修築されたもので、城下町の整備もこの時期、寛永頃までに

は概ね完成したようである。上田は城下町であると同時に北国街道の宿駅を兼ねており、流通の拠点で

あった。様々な産業が育ち、

特に上田紬は養蚕とともに

大きな発展をみせた。

7 近代

上田小県地方は、廃

藩置県によって明治4年

(1871 )には上田県とな

り、のち長野県に統一さ

れた。上田の城下町は、明

治22年(1889)に市町

村制が施行されて上田町と

なった。大正8年(1919)

には市制を施行、同 10年

(1921 )には渋取田遺跡の PL.29 明治29年開業大屋駅舎

所在する諏訪形を含む城下村を編入し、蚕都として栄えた。昭和期には、 29年(1954)の塩尻村、川

辺村に始まって周囲の町村をたびたび編入しながら 48年(1973)には人口 10万を擁する都市となっ

た。なお、城下村は、明治22年(1889)、小牧・諏訪形・御所・中之条の4か村が併合してできた村で

ある。

現在のしなの鉄道、旧信越本線は明治 18年(1885)に高崎から横川まで、同21年(1888)に直
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図7 渋取田遺跡周辺遺跡分布図(1/20，000)
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遺跡No 遺跡名 所在地 時代 備考(調査年度等)

57 常入遺跡群 常入字堀の内・中常田他 縄文~平安 下町田遺跡(平成8"-'15年調査)他7遺跡

65 海野遺跡 上田字海野 弥生・平安

66 上田城跡 上田字二の丸 近世 国指定史跡

84 六句古墳 小牧字六句 古墳

85 花水遺跡 小牧字花水 平安

86 初太郎古墳 小牧字花水 古墳

87 タタラ塚古墳 諏訪形字東山 古墳 上田市指定史跡

88 舟窪古墳群 諏訪形字西山 古墳 上田市指定史跡

89 原峠古墳 御所字下峠下 古墳

90 日天塚古墳 御所字下堰上 古墳

91 月天塚古墳 御所字下堰上 古墳

92 上平古墳 諏訪形字上平 古墳

93 森の木 l号古墳 諏訪形字森の木 古墳

94 森の木2号古墳 諏訪形字森の木 古墳

95 渋取田遺跡 諏訪形字渋取田・中堰 縄文~平安 今回調査

96 中沢遺跡 諏訪形宇中沢 平安

97 横堰遺跡 御所字横堰 平安

98 木の下遺跡 御所字木の下 弥生~平安

99 千曲高校遺跡 中之条字屋敷田 弥生~平安

100 西前田遺跡 中之条字西前田・下前田 平安

147 中雲雀古墳 下之郷宇中雲雀 古墳

148 宮原古墳 下之郷字宮原 古墳

149 紅平山古墳群 下之郷字紅平山 古墳

150 東山古墳群 下之郷字東山 古墳

152 天神遺跡 富士山字天神 弥生~平安

161 中雲雀遺跡 富士山宇中雲雀 平安

414 小泉曲輪城跡 上田字上田城廻り 近世

423 小牧城跡 小牧字城山 近世

表 I 渋取田遺跡周辺遺跡一覧表

江津から軽井沢までが開通し、同26年(1893)に碓氷峠を越える難工事が完成したことにより全通した。

上田駅は明治21年(1888)8月に直江津線の仮終点として開業し、同年 12月に軽井沢まで延長され

た。一方、上田から軽井沢までの聞には田中・小諸の2駅しかなかったため、地元の利便と養蚕・製糸

業発展のため大屋駅開設の請願が出され、明治29年(1896) 1月に新駅が実現した。なお、信越本

線は北陸(長野)新幹線の開業に伴って平成9年(1997) に横JII~軽井沢聞が廃線となり、同時に軽

井沢~篠ノ井聞が第3セクターのしなの鉄道として引き継がれた。

大正 10年、遺跡にほど近い三好町駅(現城下駅)から青木村へと向かう青木線と、現在も残る別所

温泉線が操業していたものが、千曲川を渡河して右岸の上田駅へと接続したのは、大正 13年(1924)

の千曲川橋梁の完成以降である。上田温泉軌道はその後、昭和 16年(1941)に上田電鉄と合併して

上田丸子電鉄となっている。

8 現代

-15-



今回調査した渋取田遺跡が所在する長野県企業局上田水道管理事務所は、昭和39年(1964)に建設

された。上田市の一部(塩田地区・川西地区の一部)や埴科郡坂城町、千曲市の一部(旧戸倉町・旧上

山田町)へ給水を行い、上水道化を図ってきた。現在は、下流の川中島水道管理事務所管内へも送水し、

日最大4万8千立方メートルの浄水能力を有する。

かつて構内の送水管敷設工事の際、縄文土器等が出土し、ここに遺跡が所在することが判明し、今回

の調査に至るのである。

第3節遺跡の基本層序

調査地は、千曲川氾濫原と小牧山からの扇状地との接点に位置している。有史以降、千曲川の氾濫を

直接大規模に被ったことはないようだが、調査区の北端は砂混じりの土となっているため、調査区北側

の微段丘までの氾濫により、多少の影響は受けているようである。また、千曲川沿いは、流れに沿って

下流側(西側)が低くなるが、ここは小牧山からの土砂の押し出しの影響もあり、下流側(西側)が高

くなっている。

土層図の l層は黒褐色 (7.5YR3j2)の砂質表土で、従前はテニスコートとして利用するために客土し

たものである。 2層は、かつて田面として利用されていた際の耕作土で、 3、4層に土中の鉄分がし

ずんだ層が見て取れる。検出面は 5層で、 調査地の西半部は、検出面が沖積地の黒色土となっており、

住居跡などの遺構プランの把握がきわめて困難であった。一方東半部は、西半部に比べて黄色味の強い

地山層からの検出となったため、遺構の把握は西半部に比して容易であった。

2 
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041 
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l…7.5YR3j2黒褐色砂質土(客土) 2…lOYR3j3暗褐色砂質土石混り(耕作土) 3…lOYR3j4暗褐色強粘質土
4…5YR3j2暗赤褐色シルト(溶鉄混)固い 5…7.5YR2j3極暗褐色シルト固い

図8 渋取田遺跡基本土層図
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第三章 調査の成果

第 l節 調査の概要

基本層序の節でも述べたが、調査地は西半部が沖積層の黒褐色土が検出面となっていたため、遺構プ

ランの確認がきわめて困難であった。このため、随所にサブトレンチを入れ、土層の変化や住居祉の床

面、遺構の底部を探りながら掘り上げることとなった。

調査の結果、竪穴住居祉が 13件、掘立柱建物祉4件、土坑 15件(うち l件は井戸)、溝祉 l件、集

石遺構5件、ビット 167件(掘立柱建物祉構成ビットを含む)のほか、 3件の須恵器埋聾を検出した。

住居祉の時期はおおむね古墳時代後期から平安時代後期までで、微段丘の馬の背状の微高地に東西に

並ぶ。調査地の北側は千曲川の影響を受け、南側は後背湿地の様相を呈しているための立地制限による

T S R Q P 
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06 

07 

08 

09 

10 

11 

19 

20 

21 

。 N M L K 

。

J 

F J 

図9 渋取田遺跡発掘調査遺構配り図
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ものと思われる。

住居祉では、SB-Olが9世紀末とみられ、これをその直前の 9世紀後半の SB-02が切っている。ただ、

SB-02には竃等の火処がなく、通常の竪穴住居祉とは様相を異にする。また、 SB-Olに切られる SB-03

は、 9世紀中半ばの住居祉とみられる。

SB-04は奈良時代の住居祉と考えられ、 SB-05を切っているのでSB-05はそれ以前の住居祉と考え

られたが、出土遺物を観察するとほとんど時期差は見て取れない。また、火処も竃ではなく地床炉の痕

跡が床のほぼ中央にみられ、住居祉の用途が不明である。 SB-06はSB-07を切っているが、この二つ

の住居祉聞にもあまり時期差はみられない。 9世紀半ばから後半の遺構と思われる。 BS-06は竃が東壁

の南側に所在しているが、その手前西側には被熱した床面がある。

SB-08は古墳時代後期の住居祉である。主柱穴が床面の中央軸線上に配され、屋根の構造が注目され

る。竃は東壁中央に位置し、土師器高坪の脚を支脚として用いている。 SB-09はSB-I0を切る。時期は、

SB-09が奈良時代末から平安初頭、 SB-I0が古墳時代後半と思われる。 SB-09の竃は北壁の中央に検出

され、袖の芯となる石と火床がよく残っている。 SB-I0は、平面規模が7.1x 6.7mの比較的大型の住

居祉である。竃が南東壁の中央に検出され、位置として稀なケースである。竃及びその左手の貯蔵穴や

床面東コーナーからは良好な土器セットが出土している。

SB-ll は奈良時代前半の住居祉で、堅微な床面と北東壁ほぽ中央に竃祉が良好な状態で検出された。

この SB-llに切られる SB-12は、古墳時代末の住居祉とみられる。 6.5x 5.3mという大きさの平面

規模を持つ。竃の左袖部がPo-Olに切られているが、 1.32mの長い右袖が残っている。この SB-12と

SB-I0はほぼ同時期の住居とみられるが、わずか 5mの距離で背中合わせに存在していたようである。

SB-13は奈良時代半ばの住居祉である。空中写真撮影直前の遺構清掃で床面が確認されたため、空中

写真には写っていない。西側コーナーがSK-15に切られ、東側が撹乱されているが、竃は比較的良好

な状態で検出された。竃右袖の芯として長胴聾を用いている。

ビットのうち、掘立柱建物祉が構成できたのは 4件で、ほとんどは規則性が判別できなかった。

ST-Olは3x 2間 (6.48x 3.84m)の建物で、東西方向に長軸を持つo ST-02は6x2間(10.22x 

4.77m)で南北方向に長軸を持つ。この 2件の建物祉は切りあっているが、構成するビットの切りあい

がないため前後関係はわからない。

土坑は、 SK-02，05，07，08が調査区の東側に東西方向の長軸をもって検出された。墓坑の可能性も想

定されたが、人骨の出土はなく、出土遺物にも墓坑を示唆するものはなかった。 SK-I0は井戸祉である。

ただ、掘り方と井戸枠との境は明瞭ではなく、 4分割で掘り進み検出面から 1.6mほどまで掘り下げ

た時点で井戸祉と判別でき、その前提でセクションを確認したところ、井戸枠内法が1.1"-' 1.2mの方

形の井戸であることが確認された。 GL-1.8mのあたりから井戸枠の板片が出土し、掘り下げていく

と井桁状に板を組み合わせたものであることが確認された。ただ、板がかなり脆くなっており、完全な

形で取り上げることはできなかった。

SD-Olからは金環が出土しており、この SD-Olの周囲には集石遺構SXが分布している。この SX群

とSDの関係やそれぞれの用途等は全く不明である。

Po-O 1，02，03は、大型の須恵器聾を1.3から1.7m間隔で並べたもので、掘り方がほとんどなく、重

の形に合わせて穴を掘り、正立できるように納めた貯水用のものと思われる。

このほか、遺構外からは縄文土器片が多く出土しているが、該期の遺構は確認できなかった。
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14 ST-01 (図中の2桁の数字はビット番号である。)
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17 ST-04(図中の2桁の数字はピッ ト番号である。)
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図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器局 底径 残存 胎土 焼し成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

70 11 SB 口l 須恵器 蓋 2.5 19.4 裾部1/6 組砂粒、際を含む 良好 7.5Y 5/1灰 N5/灰
裾部は僅かに内傾す

線曜による撫で 線曜による撫で
裾部自然

る 紬

70 21 SB 口l 土師器 皿 1.9 6.4 高台部2/3 組砂粒、際を含む 良好 黒 黒 線瞳成形付け高台
線曜による撫で黒

箆磨き 黒色処理
色処理

組砂粒、口.5の際を 5YR6/8経~ 10YR5/2灰黄褐~
線瞳成形小ぷりの (口縁~体部り線曜に

線曜による撫で指
70 31 SB 口l 土師器 t平 16.3 5.0 5.8 ほぼ完存

合む
良好
7.5YR6/6経 7.5YR7/6~登

平底より体部は浅く よる撫で (底部)回
痕あり 黒色処理?

内湾Lて立ち上がる 転糸切り

線瞳成形平底より (口縁~体部り線曜に

70 41 SB 口l 土師器 t平 13.8 4.1 6.4 口縁~底部1/2強 組砂粒、際を含む 良好 5YR5/6明赤褐 5YR5/6明赤褐 体部は内湾Lて立ち よる撫で (底部)回 線曜による撫で

上がる 転糸切り

石英、粗砂粒、際を 5YR5/6明赤褐~
線瞳成形浅い稜を

(口縁~体部り線曜に
70 51 SB 口l 土師器 t平 15.2 4.3 」口縁部1/5

合む
良好 7.5YR6/4にぷい経

7.5YR3/1黒褐
有する体部は外傾L

よる撫で
撫で

て聞く

線瞳成形平底より (口縁~体部り線瞳に

70 61 SB 口l 土師器 t平 13.9 4.3 6.5 完存 組砂粒を含む 良好 7.5YR6/6経 黒 体部は僅かに内湾L よる撫で (底部)回 撫で黒色処理

て立ち上がる 転糸切り後箆調整

石英、雲母、粗砂粒 10YR6/4にぷい黄
線瞳成形平底より (口縁~体部り線曜に

70 71 SB 口l 土師器 t平 13.2 4.0 5.3 口縁~底部1/2
を合む

良好
f登

黒 体部は内湾Lて立ち よる撫で (底部)回 撫で黒色処理

上がる 転糸切り

口縁~体部5/6 底 石英、雲母、粗砂粒
線瞳成形平底より (口縁~体部り線曜に

70 81 SB 口l 土師器 t平 12.9 4.0 6.7 良好 10YR4/2灰黄褐 黒 体部は内湾Lて立ち よる撫で(底部)回転 撫で黒色処理
部完存 を合む

上がる 糸切り

7.5YR5/4にぷい褐
線瞳成形平底より (口縁~体部り線曜に

70 91 SB 口l 土師器 t平 13.2 4.4 5.3 口縁~底部約1/3 組砂粒、際を含む 良好
~2/1黒

黒 体部は内湾Lて立ち よる撫で (底部)回 箆磨き 黒色処理

上がる 転糸切り

口縁部1/3~底部完 雲母、石英、粗砂
線嘘成形上げ底気 (口縁~体部り糠嘘に

701 10 SB 口l 土師器 t平 13.6 4.7 6.0 
存 粒、際を含む

良好 7.5YR6/4にぷい経 黒 味の平底より内湾L よる撫で(底部)回転 箆磨き 黒色処理

て立ち上がる 糸切の後箆撫で

石英、粗砂粒、際を
線瞳成形平底より (口縁~体部り線曜に

縦、横の箆磨き 黒
701 11 SB 口l 土師器 t平 14.0 4.8 5.4 口縁~底部約1/2

合む
良好 7.5YR7/4にぷい経 黒 体部は僅かに内湾L よる撫で (底部)回

色処理
て立ち上がる 転糸切り

口縁部1/5~底部ー 雲母、粗砂粒、際を
線瞳成形平底より (口縁~体部り線瞳に

701 12 SB 口l 土師器 t平 15.6 4.3 6.6 
部 合む

良好 7.5YR6/4にぷい経 黒 体部は内湾Lて立ち よる撫で (底部)回 箆磨き 黒色処理

上がる 転糸切り

口縁部一部~底部
線瞳成形上げ底気

箆磨き 黒色処理
701 13 SB 口l 土師器 t平 14.1 3.8 5.7 

3/4 
組砂粒を含む 良好 5YR7/4にぷい経 黒剥落(5YR6/6経) 味の底部より内湾L線曜による撫で

(剥落)
て立ち上がる

10YR6/4にぷい黄 線瞳成形体部は稜
(体部)線曜による撫

放射状の箆磨き 黒
701 14 SB 口l 土師器 t平 3 7.4 体~底部完存 組砂粒、際を含む 良好 黒 で (底部)回転糸切

f登 を有Lて立ち上がる
り

色処理

表 11 SB土器観察表(1)

(ム)

剛
志
盟
淵
州
畑



co 
C 

図 No 遺構

701 15 SB 

701 16 SB 

701 17 SB 

701 18 SB 

701 19 SB 

711 20 SB 

711 21 SB 

711 22 SB 

711 23 SB 

711 24 SB 

72 11 SB 

72 21 SB 

72 31 SB 

72 41 SB 

番号 種類

口l 土師器

口l 須恵器

口l 灰紬陶器

口l 土師器

口l 土師器

口l 土師器

口l 土師器

口l 土師器

口l 土師器

口l 須恵器

口2 須恵器

口2 土師器

口2 土師器

口2 土師器

器種 口径 器局

碗 2.4 

t平 1.7 

t平 13.6 4.5 

霊童 23.8 29.3 

霊童 24.2 26.7 

霊童 27.6 10.3 

霊童 3.9 

霊童 7.8 

霊童 19.6 12.8 

霊童 5.7 

蓋 2.9 

t平 12.4 4.2 

t平 3.1 

t平 2.7 

底径 残存 胎土 焼し成 外面色調

7.4 体部下位~底部1/2 雲母、粗砂粒を含む 良好 5YR6/6~登

底部1/2~体部下位
6.8 組砂粒を含む 良好 7.5Y6/1灰
一部

6.5 口縁部3/4 組砂粒、際を含む 良好 7.5Y6/1灰

5YR5/4にぷい赤褐
」体部下位~底部1/2 組砂粒、際を含む 良好

~3/3暗赤褐

7.5YR6/4にぷい経
」口縁部1/3~胴部 組砂粒、際を含む 良好

~3/3 暗褐

雲母、粗砂粒、際を 5YR5/6明赤褐~4/4
」口縁部1/4~胴部

合む
良好
にぷい赤褐

」口縁部一部 雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR6/4にぷい経

11.4 胴部下位~底部一部
石英、雲母、粗砂

良好
5YR7/3にぷい経~

粒、際を含む 7/6経

酸化炎 2.5YR6/4にぷい経
」口縁~胴部一部 組砂粒を含む

焼成 ~5/4にぷい赤褐

14.1 胴部下位~底部一部 組砂粒、際を含む 良好 5Y6/2灰オリーブ

18.0 裾部一部 組砂粒を含む 良好 7.5Y6/1灰~5jl灰

口縁~体部1/4 底
5.4 
部完存

際、粗砂粒を含む 良好 7.5YR6/4にぷい経

6.4 底部1/3 雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR5/4にぷい褐

9.0 底部一部 組砂粒を含む 良好 2.5YR5/6明赤褐

表 12 SB土器観察表(2)

内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

(高台部)横位の撫で

7.5YR6/6~登 線瞳成形付け高台 (底部)回転糸切り後 撫で

撫で

(口縁~体部り線曜に

7.5Y6/1灰 線瞳成形平底 よる撫で (底部)回 線曜による撫で

転糸切り

線瞳成形付け高台 内外面に

7.5Y6/1灰 より体部は僅かに内 線曜による撫で 線曜による撫で 灰紬がか

湾Lて聞く かる

5YR5/4にぷい赤褐
丸底より緩やかな曲

(口縁部)横撫で 明同
線の胴部を経て外反 (口縁部)横撫で

~3/3暗赤褐
する口縁部に至る

部)箆削り

粘土帯積み上げ緩
(口縁~頚部り横撫で

やかな曲線を描く胴 (口縁~頚部り横撫で
7.5YR6/4にぷい経

部より外反する口縁
ぽ同)箆削り 刷毛調

ぽ同)刷毛調整

部に至る
整

粘土帯積み上げ口
(口縁部)横撫で (頚

5YR4/3にぷい赤褐
縁部は外反する

部)刷毛調整 (胴部)箆削り撫で

箆削り

7.5YR6/4にぷい経
口縁部は「く」の字

横撫で 横撫で
状に外反する

5YR5/4にぷい赤褐 平底
ぽ岡部)箆削り 刷毛 ぽ岡部)横撫で 刷毛

調整 調整

線瞳成形口辺部は
(口縁部)撫で刷毛

「く」の字状に外反
7.5YR6/4にぷい経

L、口縁部中位肥厚
線曜による撫で 調整 (頚部り横撫で

する
(胴部)刷毛調整

5Y6jl灰 線瞳成形付け高台 線曜による撫で 線曜による撫で

線瞳成形裾端部は

7.5Y6/1灰~5jl灰 稜を有Lて短く屈曲 線曜による撫で 線曜による撫で

する

線瞳成形平底より (口縁~体部り線曜に

黒 体部は内湾Lて口縁 よる撫で(底部)回転 箆磨き 黒色処理

に至る 糸切り

黒
平底から体部は外{頃 (体部)撫で(底部)箆

箆磨き黒色処理
Lて立ちあがる 削り

黒
線瞳成形平底から (体部)線曜による撫

箆磨き黒色処理
体部は外{頃Lて聞く で(底部)撫で
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図 No 遺構

72 51 SB 

72 61 SB 

72 71 SB 

72 81 SB 

72 91 SB 

721 10 SB 

721 11 SB 

721 12 SB 

721 13 SB 

721 14 SB 

721 15 SB 

721 16 SB 

番号

口2

口2

口2

口2

口2

口2

口2

日2

口2

口2

口2

口2

種類 器種 口径 器品

須恵器 好て 13.8 4.2 

須恵器 好て 13.0 4.0 

須恵器 好て 12.6 3.5 

須恵器 好て 13.4 4.2 

須恵器 好て 2.2 

須恵器 好て 16.3 5.8 

須恵器 好て 1.5 

灰紬陶器 杯 13.1 4.5 

土師器 主星 10.0 5.9 

土師器 曹主 8.5 

須恵器 主星 5.5 

須恵器 主星 4.8 

底径 残存 胎土 焼し成 外面色調

口縁~体部1/3 底
6.3 
部完存

粗砂粒を含む 良好 10Y7jl灰白

口縁~体部1/2 底 7.5Y6jl灰 7.5Y6jl
6.3 
部完存

雲母、粗砂粒含む 良好
灰

10Y4jl灰~
6.5 1/2 粗砂粒を含む 良好

7.5Y5jl灰

口縁~体部2/3 底 酸化炎 2.5YR4/2灰赤~3/2
6.8 
部完存

粗砂粒を含む
焼成 暗赤褐

6.9 底部1/2 様、粗砂粒を含む 良好 7.5Y6jl灰~4jl灰

口縁~体部1/4 底
10.9 
部完存

際、粗砂粒を含む 良好 10Y4jl灰

10.2 体部一部~底部3/4 粗砂粒を含む 良好 10Y6jl灰

口縁~体部1/4 底
6.4 
部完存

際、組砂粒を含む 良好 7.5Y7jl灰白

」口縁~胴部一部 石英、粗砂粒を含む
やや不
7.5YR5/3にぷい褐

良

」口縁~胴上部一部 様、粗砂粒を含む 良好 5YR6/6経

」口縁~胴部一部 粗砂粒を含む 良好 10Y6jl灰~4/1灰

」口縁一部 様、粗砂粒を含む 良好
10Y4jl灰~3/1オト

プ黒

表 13 SB土器観察表(3)

内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

車鹿瞳成形 上げ底気
(口縁~体部)線瞳に

味の底部より体部内
10Y7jl灰白

外面に稜を有Lて立
よる撫で(底部)回転 線瞳による撫で

ち上がる
糸切り

車鹿瞳成形 上げ底か (口縁~体部)線瞳に

7.5Y6/1灰 ら体部は外傾Lて開 よる撫で(底部)回転 線瞳による撫で

き口縁に至る 糸切り

車鹿瞳成形 上げ底か (口縁~体部)線曜に

7.5Y5/1灰 ら体部外面にj郎通稜 よる撫で(底部)回転 線瞳による撫で

を有Lて立ち上がる 糸切り

2.5YR4/2灰赤~3/2
車鹿瞳形成 上げ底気 (口縁~体部)線曜に

線瞳による撫で

暗赤褐
味の底部から体部は よる撫で(底部)回転

火棒あり
内寄Lて立ち上がる 糸切り

車鹿瞳成形 上げ底気 (体部)糠瞳による撫

10Y6jl灰~4jl灰 味の底部から外傾Lで(底部)回転糸切り 線瞳による撫で

て立ち上がる 火棒あり

車鹿瞳成形 付け高台
(口縁~体部)線瞳に

の底部から体部は屈
10Y4jl灰

曲外傾Lて立ち上が
よる撫で(底部)回転 線瞳による撫で

る
糸切りの後箆調整

(体部)線瞳による撫

10Y6jl灰 車鹿瞳成形 付け高台 で(底部)回転糸切り 線瞳による撫で

の後箆調整

車鹿瞳成形 平底から (口縁~体部)線瞳に

7.5Y7/1灰白 僅かに内育Lて立ち よる撫で(底部)回転 線嘘による撫で

上がる 糸切り

5YR6/3にぷい経~
小型の墾 (口縁部)横位の撫で

3/2黒褐

口縁部は緩く外反す
(口縁部)横位の刷毛

5YR6/6経
る最大径は胴部

横位の撫で 目(胴部)斜位の刷毛

目

車鹿瞳成形 外反する
(口縁)線瞳による撫

10Y5jl灰
口縁は端部を短く折

で(胴部)平行文工具 線瞳による撫で
り返L、口縁帯を作

による撫で
る

車鹿瞳成形 外反する

5 GY4jl 暗オリ~i 灰
口縁は端部を短く折 (口縁)線瞳による撫

線瞳による撫で
り返L、口縁帯を作 l: 

る
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図 No 遺構 番号 種類 器種 口千圭 器品 底径 残存 胎土 焼し成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

線瞳成形ボタン状

73 11 SB 口3 須恵器 蓋 3.0 2.5 
弧み部完存天井部

粗砂粒を含む 良好 N5/灰~N3/暗灰 N5/灰~N3/暗灰
の弧み部から張りの

車鹿瞳による撫で 線瞳による撫で
上位一部 ある天井部が聞く

火棒

73 21 SB 口3 須恵器 蓋 2.0 19.4 裾部1/6 粗砂粒、際を含む 良好 10Y4/1灰 7.5Y4jl灰
線瞳成形裾端部は

車鹿瞳による撫で 線瞳による撫で
直立する

線嘘成形上げ底気 (口縁~体部)糠瞳に
線瞳による撫での後

粗砂粒、際、石英を (口縁部)横位の箆磨
73 31 SB 口3 土師器 杯 13.6 3.9 5.4 完存

合む
良好 5YR6/6経 黒 味の底部から体部は よる撫で(底部)回転

き(体部)放射状箆磨
内湾Lて立ち上がる 糸切り

き 黒色処理

線瞳成形上げ底
(口縁~体部)糠瞳に

口縁~体部1/2強 7.5YR7/4にぷい経 気味の底部から体部 線瞳による撫での後
73 41 SB 口3 土師器 杯 13.7 3.5 6.5 

底部ほぼ完存
粗砂粒、際を含む 良好

~黒
黒

は緩く内湾Lて立ち
よる撫で(底部)回転

箆磨き 黒色処理

上がる
糸切り

線嘘成形上げ底気
(口縁~体部)糠瞳に

口縁~体部1/3 底 味の底部から体部は 線瞳による撫での後
73 51 SB 口3 土師器 杯 13.7 4.0 6.0 

部完存
粗砂粒を含む 良好 5YR7/4にぷい経 黒

緩く内湾Lて立ち上
よる撫で(底部)回転

箆磨き 黒色処理

がる
糸切り

口縁~体部1/4 底
線嘘成形上げ底気 (口縁~体部)糠瞳に

線瞳による撫での後
73 61 SB 口3 土師器 杯 13.0 4.5 5.6 

部3/4
粗砂粒を含む 良好 7.5YR7/4経 黒 味の底部から体部は よる撫で(底部)回転

箆磨き 黒色処理
内寄Lて立ち上がる 糸切りの後箆削り

線嘘成形上げ底気
(口縁~体部)糠瞳に

口縁~体部1/2 底 粗砂粒、様、石英を 味の底部から体部は 線瞳による撫での後
73 71 SB 口3 土師器 杯 13.3 3.9 6.2 

部完存 合む
良好 5YR6/4にぷい経 黒

緩やかに内寄Lて立
よる撫で(底部)回転

箆磨き 黒色処理
糸切り

つ

口縁~体部一部底
線瞳成形上げ底気 (口縁~体部)糠瞳に

線瞳による撫での後
73 81 SB 口3 土師器 杯 16.5 5.3 6.5 

部完存
粗砂粒、際を含む 良好 7.5YR7/4にぷい経 黒 味の底部から体部は よる撫で(底部)回転

箆磨き 黒色処理
内湾Lて立ち上がる 糸切り

73 91 SB 口3 土師器 杯 17.4 3.8 」口縁~体部1/4
粗砂粒、様、石英を

良好
7.5YR6/4にぷい経

黒
線瞳成形体部は内

車鹿瞳による撫で
線瞳による撫での後

合む ~黒 寄Lて立ち上がる 箆磨き 黒色処理

7.5YR6/4にぷい経
線瞳成形平底から (口縁~体部)糠瞳に

線瞳による撫での後
731 10 SB 口3 土師器 杯 3.1 6.2 体部~底部一部 粗砂粒、石英を含む 良好

~3/3暗褐
黒 体部は内湾Lて立ち よる撫で(底部)回転

箆磨き 黒色処理
上がる 糸切り

731 11 SB 口3 灰紬陶器 杯 2.8 5.8 体部一部底部完存 粗砂粒を含む 良好 5Y7/1灰白 5Y7jl灰白
線瞳成形付局台は 車鹿瞳による撫で 灰 線瞳による撫で灰

内側で接地する 紬を施す 紬を施す

口縁部に面取りを施
(口縁部)横位の撫で

731 12 SB 口3 須恵器 曹亀 16.0 」口縁~胴部上部一部 粗砂粒を含む 良好 10Y5/1灰~4jl灰 10Y5jl灰~4/1灰
L口縁帯を作る

(胴部)平行文工具 横位の撫で

による叩き

表 14 SB土器観察表(4)
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図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器局 底径 残存 胎土 焼し成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

酸化気 7.5YR5/1褐灰~6/3 上げ底気味の大きな
ぽ岡部)平行文工具

731 13 SB 口3 須恵器 霊童 5.5 17.2 胴部一部底部2/3 組砂粒、機を含む 10YR5/1褐灰 による叩き 箆削り 刷毛調整
味 にぷい褐 底部

(底部)箆削り

弧み部完存天井部 7.5YR5/4にぷい褐
擬宝珠状の弧み部か (弧み部)撫で(天井部

箆磨き 刷毛調整?
74 11 SB 口4 土師器 蓋 3.9 5.9 雲母、粗砂粒を含む 良好 黒 ら張りのある天井部 上位)線曜による撫

1/2 ~黒 が聞く で後箆磨き
黒色処理

74 21 SB 口4 土師器 蓋 2 17裾部1/7 組砂粒を含む 良好 5YR5/6明赤褐 5YR5/6明赤褐 (裾部)横位の撫で 線曜による撫で

扇平な擬宝珠状の弧 (弧み部~天井部上

74 31 SB 口4 須恵器 蓋 2.5 4.4 15.8 
弧み部完存天井部

組砂粒を含む 良好
7.5GY5/1緑灰~

10Y5/1灰
み部から張りのある 位)横位の撫で(天井

線曜による撫で
上位~下位1/5 7.5YR5/1褐灰 天井部が広がり裾部 部下位~裾部)線瞳

は短く屈曲する による撫で

扇平な擬宝珠状を呈
(弧み部、天井部上

弧み部完存天井部 口.3の様、粗砂粒を
する弧み部から、張

位)横位の撫で(天井
74 41 SB 口4 須恵器 蓋 2.8 4.8 16.5 良好 5Y7/1灰白 5Y7/1灰白 りのある天井部が広 線曜による撫で

1/2 合む
がり、裾部は短く屈

部下位、裾部)線瞳

曲する
による撫で

ボタン状の弧み部か

74 51 SB 口4 須恵器 蓋 4.0 3.2 19.4 
弧み部完存天井部 口.2~口 3の様、白色

良好 N5/灰 5YR4/1褐灰
ら張りのある天井部 (弧み部)撫で(天井部

撫で
1/2 砂粒、粗砂粒を含む を経て、短く直立す ~裾部)横位の撫で

る裾部に至る

扇平な擬宝珠状の弧
(弧み部、裾部)線瞳

弧み部完存天井~ み部から張りのある
74 61 SB 口4 須恵器 蓋 2.6 3.1 17.4 

裾部1/12
組砂粒を含む 良好 5Y6/1灰 5Y6/1灰

天井部が広がり、裾
による撫で(天井部 線曜による撫で

部は短く直立する
上位)横位の撫で

弧み部完存天井部 口.2~口 3の様、粗砂
扇平な擬宝珠状の弧

(弧み部~天井部)横
74 71 SB 口4 須恵器 蓋 3.4 2.8 良好 7.5Y5/1灰 7.5Y5/1灰 み部から天井部に張 線曜による撫で

2/3 粒を含む
り出す

位の箆撫で

弧み部ほぼ完存天 口.3の際、白色粒
扇平な擬宝珠状の弧

(弧み部~天井部上
74 81 SB 口4 須恵器 蓋 3.0 2.6 良好 N5/灰 N5/灰 み部から稜を持つ天 線曜による撫で

井部1/4 子、粗砂粒を含む
井部

位)横位の刷毛撫で

弧み部完存天井部 白色粒子、雲母、組
扇平な弧み部から張

(弧み部~天井部上
74 91 SB 口4 須恵器 蓋 3.0 2.4 

上位完存 砂粒を含む
良好 N5/ 灰~N4/ 灰 N5/ 灰~N4/ 灰 りのある天井部が開

位)横位の撫で
撫で

741 10 SB 口4 須恵器 蓋 2.3 17.2 裾部1/3 組砂粒を含む 良好 5Y6/1灰 5Y6/1灰 短く直立する裾部 (裾部)横位の撫で 線曜による撫で

741 11 SB 口4 須恵器 蓋 2.1 16.7 裾部1/4 組砂粒を含む 良好 10Y6/灰 10Y6/灰 短く直立する裾部 (裾部)横位の撫で 線曜による撫で

口縁~体部1/5 底
線瞳成形平底から (口縁~体部り線曜に

741 12 SB 口4 土師器 皿 10.5 3.1 5.5 
部1/2

雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR6/4にぷい経 黒 体部は浅く内湾Lて よる撫で(底部)刷毛 箆削り 黒色処理

聞く 調整

表 15 SB土器観察表(5)
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図 No 

741 13 

741 14 

751 15 

751 16 

751 17 

751 18 

751 19 

751 20 

751 21 

751 22 

751 23 

751 24 

751 25 

751 26 

遺構 番号

SB 口4

SB 口4

SB 口4

SB 口4

SB 口4

SB 口4

SB 口4

SB 口4

SB 口4

SB 日4

SB 口4

SB 口4

SB 口4

SB 口4

種類 器種 口径 器品

土師器 t平 20.7 5.5 

土師器 t平 15.6 4.0 

土師器 t平 13.2 4.0 

土師器 t平 13.6 4.3 

土師器 t平 13.2 4.4 

土師器 t平 15.6 3.7 

土師器 t平 2.3 

土師器 t平 2.3 

土師器 t平 2.2 

須恵器 主不 13.8 3.6 

須恵器 t平 12.5 3.0 

須恵器 t平 13.8 4.0 

須恵器 t平 2.3 

須恵器 t平 2.5 

底径 残存 胎土 焼成 外面色調

口縁~体部1/4 底
8.8 
部完存

粗砂粒を含む 良好 5YR6/日経

8.3 
口縁~体部1/4 底

石英、組砂粒を含む 良好 7.5YR5/4にぷい褐
部3/4

口縁~体部1/3底部 際、石英、粗砂粒を
5.8 
完存 合む

良好 5YR7/3にぷい経

5.5 体部1/6 底部完存 雲母、組砂粒を含む 良好 7.5YR6/4にぷい経

7.5YR6/4にぷい経
6.6 ほぼ完存 雲母、組砂粒を含む 良好

~2.5YR6/8経

口縁~体部一部底 7.5YR4/2灰褐~2/1
8.8 
部1/2

粗砂粒を含む 良好
黒褐

8.6 体部一部底部2/3 粗砂粒を含む 良好 5YR5/6明赤褐

7.8 底部完存
口3の際、雲母、粗

良好
7.5YR6/4にぷい経

砂粒を含む ~黒

8底部完存 粗砂粒を含む 良好 7.5YR6/6怪

口縁~体部1/5 底
6.2 
部完存

際、組砂粒を含む 良好 5Y5/1灰~4jl灰

6.0 口縁~底部1/2 様、粗砂粒を含む 良好 5Y5/1灰

口縁~体部1/3 底
5.6 
部一部

様、粗砂粒を含む 良好 5Y6/2灰オリーブ

6.8 体部一部底部1/2 様、粗砂粒を含む 良好 5YR5jl灰

酸化炎 7.5YR4jl褐灰~5/2
6.8 体部一部底部1/2 粗砂粒を含む

焼成 灰褐

表 16 SB土器観察表(6)

内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

線瞳成形平底から (口縁~体部)線曜に
線曜による撫で黒

黒 体部は外傾Lて聞き よる撫で(底部)回転
色処理

口縁に至る 糸切りの後箆調整

線瞳成形大きい平 (口縁~体部)線曜に
(口縁部り横位の磨き

黒
底から体部は大きく よる撫で刷毛調整

(体部)放射状の磨き
内湾Lて直立する口 (底部)箆削り 刷毛

縁に立ち上がる 調整
黒色処理

線瞳成形平底から
(口縁~体部)線曜に

内湾Lて立ち上がり 線曜による撫で黒
黒

口縁部は僅かに外反
よる撫で(底部)回転

色処理

する
糸切りの後箆調整

黒
平底から体部は外傾 (体部)線曜による撫

撫で黒色処理
Lて聞く で(底部)箆削り?

平底から体部は緩く
(口縁~体部)線曜に

撫で箆磨き黒色
黒

内湾Lて立ち上がる
よる撫で(底部)回転

処理
糸切り後箆調整

線瞳成形大きめの (口縁~体部)線曜に

黒 平底から内湾Lて立 よる撫で(底部)箆調 箆磨き 黒色処理

ち上がる 整

黒 平底から立ち上がる
(体部)横位の撫で(底

箆磨き 黒色処理
部)箆磨き

黒 平底から立ち上がる
(底部)回転糸切りの

箆削り 黒色処理
後箆削り

黒 平底 (底部)箆調整 箆磨き 黒色処理

線瞳成形上げ底気 (口縁~体部)線曜に

5Y5jl灰~4/1灰 味の底部から僅かに よる撫で(底部)回転 線曜による撫で 火棒あり

内湾Lて聞く 糸切り

線瞳成形上げ底気 (口縁~体部)線曜に

5Y5jl灰 味の平底から内湾L よる撫で(底部)回転 線曜による撫で 火棒あり

て立ち上がる 糸切り

線瞳成形上げ底か (口縁~体部)線曜に

5Y6/2灰オリーブ ら内湾Lて立ち上が よる撫で(底部)回転 線曜による撫で

る 糸切り

線瞳成形上げ底気 (体部)線曜による撫

5YR5jl灰 味の平底から僅かに で刷毛調整(底部り 線曜による撫で 火棒あり

内湾Lて立ち上がる 回転糸切り

7.5YR4/1褐灰~5/2
線瞳成形上げ底気

(体部)線曜による撫
味の平底から内湾L 線曜による撫で

灰褐
て立ち上がる

で(底部)回転糸切り
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図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器局 底径 残存 胎土 焼し成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

線瞳成形付け高台 (口縁~体部り線曜に

751 27 SB 口4 須恵器 t平 15.7 6.6 9.7 
口縁~体部一部底

組砂粒を含む 良好 10Y5jl灰 10Y5jl灰
の底部から体部は屈 よる撫で(底部)回転

線曜による撫で
部1/2 曲外傾Lて立ち上が 箆切りの後撫で(高

る 台部)箆調整

口縁~体部一部底
線瞳成形付け高台

線曜による撫で底
口唇部、

751 28 SB 口4 須恵器 t平 11.8 3.6 7.3 
部1/2

組砂粒を含む 良好 10YR4/1褐灰 10YR5jl褐灰 の底部から内湾Lて 線曜による撫で
部渦巻く

底部に紬

立ち上がる 薬

線瞳成形付け高台
(口縁~体部り線瞳に

751 29 SB 口4 須恵器 t平 11.2 4.1 6.4 
口縁~体部1/4 底

様、粗砂粒を含む 良好 7.5Y6/1灰 7.5Y6/1灰 の底部から内湾Lて
よる撫で刷毛調整

線曜による撫で
部1/2

立ち上がる
(底部)回転糸切りの

後箆調整

(体部)線曜による撫

751 30 SB 口4 須恵器 t平 2.0 9.5 体部一部底部3/4 際、粗砂粒を含む 良好 2.5Y6/1黄灰 5Y6jl灰 線瞳成形付け高台 で(底部)回転糸切り 線曜による撫で

の後箆調整

酸化炎
線瞳成形付け高台 (体部)線曜による撫

751 31 SB 口4 須恵器 t平 1.7 6.7 体部一部底部1/3 組砂粒を含む
焼成
7.5YR4jl褐灰 5YR5/3にぷい赤褐 の底部から内湾Lて で(底部)回転箆切り 線曜による撫で

立ち上がる の後箆調整

(高台部)線曜による

751 32 SB 口4 須恵器 t平 1.2 9.5 底部5/6 様、粗砂粒を含む 良好 7.5Y4/1灰 7.5Y4/1灰 線瞳成形付け高台 撫で(底部)回転糸切 線曜による撫で

りの後箆調整

線瞳成形平底から
(口縁~体部り線曜に

751 33 SB 口4 土師器 碗 16.6 9.2 8.0 1/2 雲母、粗砂粒を含む 良好 5YR5/6明赤褐 黒
内湾Lて立ち上がり

よる撫で(底部)箆削 箆削り 黒色処理
外反Lて聞く口縁に

至る
り?

5YR5/6明赤褐~3/2 「くの字」状に外反
(口縁端部)面取り(口

(口縁部)横位の撫で
751 34 SB 口4 土師器 霊童 19.4 7.7 」口縁~胴部一部 組砂粒を含む 良好

暗赤褐
5YR3/2暗赤褐

する口縁
縁部)横位の撫でほ同

ぽ岡部)縦位の箆削り
部)縦位の箆削り

口縁部1/2体部2/3 5YR5/6明赤褐~
平底から内湾Lて立 (口縁~体部り横位の

751 35 SB 口4 土師器 霊童 13.4 9.9 7.4 
底部完存

雲母、粗砂粒を含む 良好
7.5YR5/6明褐

7.5YR5/4にぷい褐 ち上がり口縁部は外 刷毛撫で(底部)刷毛 撫で

反する 調整

751 36 SB 口4 土師器 霊童 10.0 5.0 胴部一部底部完存 組砂粒を含む 良好
2.5YR5/6明赤褐~

2.5YR5/6明赤褐
小さな平底から球形 ぽ岡部)箆削り 刷毛

撫で
4/2灰赤 の胴部に至る 調整(底部)箆削り

口縁部は外反L、口
(口縁)横位の撫で明同

(口縁)横位の撫でほ同

751 37 SB 口4 土師器 霊童 6.8 」口縁~胴部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR4/3褐 7.5YR3/2黒褐 縁端部は面取りを施
部)削り 箆撫で

部)縦位の削り 撫

す で

10Y4jl灰~3/1 オ
口縁部は外反Lて段 (口縁部)横位の撫で

(口縁部)横位の撫で
751 38 SB 口4 須恵器 霊童 9.0 」口縁~胴部一部 組砂粒を含む 良好

リーブ黒
10Y4jl灰 のある口縁帯を有す ぽ岡部)平行文工具に

ぽ岡部)箆削り
る よる叩き

大きく外反する口縁

751 39 SB 口4 須恵器 霊童 5.4 」口縁部一部 組砂粒を含む 良好 2.5Y3/2黒褐 10YR4jl褐灰 端部に段を有する口 線曜による撫で 線曜による撫で

縁帯を作る

表 17 SB土器観察表(7)
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図 No 遺構

761 40 SB 

761 41 SB 

761 42 SB 

761 43 SB 

77 11 SB 

77 21 SB 

77 31 SB 

77 41 SB 

77 51 SB 

78 11 SB 

78 21 SB 

78 31 SB 

78 41 SB 

78 51 SB 

番号

口4

口4

口4

口4

口5

口5

口5

口5

口5

06 

口6

口6

口6

口6

種類 器種 口径 器品

須恵器 霊童 4.2 

須恵器 霊童 3.2 

須恵器 壷 10.5 2.5 

須恵器 霊童 17.1 

須恵器 t平 14.3 5.1 

須恵器 t平 2.2 

土師器 霊童 21.6 5.8 

須恵器 壷 11.6 17.7 

須恵器 霊童 24.6 6.7 

須恵器 蓋 16.8 2.6 

土師器 皿 20.3 2.8 

土師器 皿 12.7 2.5 

土師器 皿 12.5 2.1 

土師器 t平 13.2 3.7 

底径 残存 胎土 焼し成 外面色調

」口縁部一部 組砂粒を含む 良好 2.5Y5/1黄灰

15.4 底部1/2
白色砂粒、粗砂粒を

良好 7.5Y5/1灰
合む

5Y6/2灰オリーブ~
」口縁部一部 組砂粒を含む 良好

3/2オリーブ黒

白色砂粒、粗砂粒を
16.7 胴部~底部1/8

合む
良好 N4/灰

」口縁部1/5 組砂粒を含む 良好 N6/灰

5.9 体部下位~底部完存 組砂粒を含む 良好
10YR5/1褐灰

口YR5/2灰黄褐

」口縁部1/6 組砂粒を含む 良好 5YR6/6~登

口縁部4/5~体部 5Y5jl灰~
組砂粒を含む 良好

1/4 2.5GY3jl 暗オリ~i 灰

白色ほかの粗砂粒を
」口縁部1/5

合む
良好 7.5Y2/2オリ~i 黒

」天井~裾部1/3 白色砂粒を含む 良好 N4/灰

」口縁~体部1/2 白色砂を粒含む 良好 5YR6/8~登

白色砂粒、粗砂粒を
」口縁~体部完存 良好 7.5YR5/6明褐

合む

」口縁~体部1/4 雲母、粗砂粒を含む 良好 黒

口縁~体部1/2 底 2.5YR5/8明赤褐~
6.0 組砂粒を含む 良好
部完存 10YR4/1褐灰

表 18 SB土器観察表(8)

内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

大きく外反Lて口縁
自然紬が

5Y3jlオリーブ黒 横位の撫で 横位の撫で 内外面に
帯に至る

かかる

7.5Y4/1灰 付け高台
(高台部)線曜による

線曜による撫で
撫で(底部)箆撫で

線瞳成形大きく外
内外面に

施紬(口
5Y5/2灰オリーブ 反する口縁部は口縁 線曜による撫で 線曜による撫で

縁帯直下
帯を有する

にブルー)

ぽ岡部)平行文工具に

N4/灰 粘土帯積み上げ よる叩き(底部)箆削 撫で

り

N5/灰 線瞳成形 線曜による撫で 線曜による撫で

線瞳成形平底から

10YR5/2灰黄褐
外面にj郎通稜を有 (体部)線曜による撫

線曜による撫で
L、内湾Lて立ち上 で(底部)回転糸切り

がる

7.5YR7/6~登
頚部は「く」の字状 (口縁部)横位の撫で

横位の撫で
に外反する (体部)箆削り

2.5Y5/1黄灰~N3/
張りのある胴部から (口縁~体部平行文

短く直立する口縁に 工具による叩き自 撫で
暗灰

至る 然紬

口縁は大きく外反L
撫で 内外面に自

7.5Y4/1灰 段のある口縁帯を作 線曜による撫で
然紬がかかる

る

5YR5/3にぷい赤褐
稜を持つ天井部から

~5Y5jl灰
短く直立する裾部に (天井部)線嘘撫で 線嘘撫で

至る

線瞳成形付け高台 (口縁~体部り線瞳撫

黒 体部は外{頃Lて口縁 で (底部)回転糸切 撫で黒色処理

部に至る りの後箆調整

線瞳成形付け高台
(口縁~体部り線瞳撫

黒(剥落) 体部は外{頃Lて口縁 撫で黒色処理

部に至る
で

線瞳成形付け高台 (口縁~体部り線瞳撫
撫で箆調整黒色

黒 体部は外{頃Lて口縁 で (底部)箆調整
処理

部で僅かに外反する 黒色処理

10R4/6赤~
線瞳成形平底から

(口縁~体部り線瞳撫
外傾Lて立ち上がり 線瞳撫で

10YR3jl黒褐
口縁部に至る

で(底部)箆磨き
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図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器局 底径 残存 胎土 焼し成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

口縁~体部2/3 底
酸化炎
7.5YR7/3にぷい経

線瞳成形上げ底か
線曜による撫で

78 61 SB 口6 土師器 t平 13.8 3.8 6.2 素砂粒、機を含む 焼成気 10YR6/2灰黄褐 ら外面に浅い稜を持 線曜による撫で
部ほぼ完存

味
~5jl褐灰

つ体部が聞く
(底部)回転糸切り

口縁部1/6 体部
丸底から体部は内湾

(口縁部~体部)横位 (口縁部)箆磨き(体
78 71 SB 口6 土師器 t平 12.8 6.3 雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR5/4にぷい褐 7.5YR5/4にぷい褐 Lて立ち上がり口縁

1/2 
部に至る

の撫で 部)撫で

口縁部1/5 体部ー 7.5YR7/6経~5/2灰 7.5YR7/6経~5/2灰
丸底から体部は内湾

78 81 SB 口6 土師器 t平 19.5 5.3 
部

組砂粒を含む 良好
褐 褐

Lて直立気味の口縁 横位の撫で 放射状の磨き

部に至る

口縁~体部3/4 底 口.3の際、粗砂粒を
黒(剥離有り)~ 平底から立ち上がり

(口縁~体部り線瞳撫
78 91 SB 口6 土師器 t平 16.0 4.5 7.2 良好 5YR6/6経 10YR6/4にぷい黄 体部は緩く内湾Lて 線瞳撫で黒色処理

部1/2 合む
f登 口縁部に至る

で(底部)箆磨き

791 10 SB 口6 土師器 t平 18.5 6.7 8.8 3/4 雲母、粗砂粒を含む 良好
5YR6/6明赤褐~

黒
平底から外傾Lて開 (口縁~体部り線瞳撫

撫で黒色処理
7.5YR6/3暗褐 き口縁部に至る で(底部)箆調整

口縁部一部底部 組砂粒、様、石英を
線瞳成形平底から

(底部)回転糸切りの
(口縁部)横位の磨き

歪みが大
791 11 SB 口6 土師器 t平 16.2 4.9 6.4 良好 7.5YR7/3にぷい経 黒 僅かに内湾Lて立ち (杯部)箆磨き 黒色

2/3 合む
上がる

後箆削り
処理

きしゐ

口縁~体部一部底
線瞳成形大きめの (体部)線曜による撫

791 12 SB 口6 土師器 t平 14.8 3.9 7.6 
部完存

組砂粒を含む 良好 5YR6/6~登 黒 平底から内湾Lて立 で(底部)回転糸切り 箆磨き 黒色処理

ち上がる の後箆調整

線瞳成形口縁部は

791 13 SB 口6 土師器 t平 12.8 6.2 」口縁部1/5 雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR7/6経 黒 「くの字」状に屈曲 線瞳撫で 撫で黒色処理

する

粗砂粒、際、石英
線瞳成形大きな平 (体部)線曜による撫

791 14 SB 口6 土師器 t平 2.6 7.9 体部一部底部3/4
を合む

良好 7.5YR6/4にぷい経 黒 底から体部は内湾Lで(底部)回転糸切り 箆磨き 黒色処理

て立ち上がる の後箆調整

線嘘成形上げ底か (体部)糠嘘による撫

791 15 SB 口6 土師器 t平 2.1 8.0 体部一部底部1/2 組砂粒、石英を含む 良好 7.5YR6/4にぷい経 黒 ら体部は内湾Lて立 で(底部)回転糸切り 箆磨き 黒色処理

ち上がる の後箆調整

線瞳成形付け高台 (体部)線曜による撫

791 16 SB 口6 土師器 t平 4.9 6.7 体部下位底部完存 雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR6/4にぷい経 黒 体部は僅かに内脅す で (高台部り横位の 撫で黒色処理

る 撫で (底部撫で

組砂粒、石英、雲母
線瞳成形付け高台 線曜による撫で

791 17 SB 口6 土師器 t平 4.3 7.2 体部一部底部完存 良好 7.5YR7/4にぷい経 黒 体部は浅く内湾Lて (底部)回転箆切りの 黒色処理
を合む

立ち上がる 後調整

(体部)線瞳撫で (高

791 18 SB 口6 土師器 t平 3.3 8.8 体部下位底部1/2 雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR6/4にぷい経 黒 付け高台 台部)横位の撫で 撫で黒色処理

(底部)撫で

口縁部3/4 体部~ 7.5YR7jl灰白~6/1
線瞳成形平底から

線曜による撫で底 線曜による撫で火
791 19 SB 口6 須恵器 t平 14.0 4，2 6.6 組砂粒、際を含む 良好 7.5YR7jl灰白 体部は外{頃Lて口縁

底部完存 灰
部に至る

部回転糸切り 棒

表 19 SB土器観察表(9)
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791 20 SB 

791 21 SB 

791 22 SB 

791 23 SB 

791 24 SB 

791 25 SB 

791 26 SB 

791 27 SB 

791 28 SB 

791 29 SB 

80 11 SB 

80 21 SB 

80 31 SB 

80 41 SB 

番号

口6

口6

口6

口6

口6

口6

口6

口6

口6

口6

口7

口7

口7

口7

種類 器種 口径

須恵器 t平 13.4 

須恵器 t平 15.8 

土師器 霊童 18.2 

土師器 霊童 20.8 

土師器 霊童

土師器 霊童

土師器 霊童

土師器 甑

須恵器 霊童 40.0 

須恵器 壷

土師器 t平 13.8 

土師器 t平 13.8 

土師器 t平 13.4 

土師器 t平 13.4 

器品 底径 残存

3.7 6.5 口縁~底部4/5

3.8 10.4 
口縁~体部1/4 底

部一部

8.1 」口縁部1/3

5.8 」口縁部1/6

8.8 8.4 胴部一部~底部2/3

8.8 10.3 胴部下位~底部1/4

6.4 4.5 
胴部下位1/4 底部

1/3 

4.5 4.3 底部1/2

22.0 」口縁~体部1/4

14.9 」胴部一部

3.6 」口縁部一部

3.9 6.0 ほぼ完存

4.2 5.7 ほぼ完存

口縁部1/3~底部完
4.4 6.2 

存

胎土 焼し成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

線瞳成形平底から 線曜による撫で底

素砂粒、際を含む 良好 7.5Y6/1灰 7.5Y6/1灰 体部は内湾Lて立ち 部回転糸切りの後箆 線曜による撫で

上がる 調整

線瞳成形付け高台

素砂粒を含む 良好 10Y6/1灰 5Y6/1灰
外側で接地する高台

線曜による撫で 線曜による撫で
部から体部は屈曲外

{頃Lて立ち上がる

白色砂粒、粗砂粒を
良好
7.5YR7/6経~

5YR5/4にぷい赤褐
頚部は「くの字」状

箆磨き 横位の撫で
合む 2.5YR6/8経 に外反する

雲母、白色砂粒、組
頚部は屈曲Lて僅か

(口縁部)横位の箆磨

砂粒を含む
良好 5YR5/6明赤褐 7.5YR6/6怪 に内脅する口縁部に

き
横位の箆磨き

至る

5YR6/6経~7/3にぷ
粘土帯積み上げ平

箆削り 指頭による
組砂粒、機を含む 良好 7.5YR7/4にぷい経 底から胴部は大きく 箆削り

い経
内湾Lて立ち上がる

撫で付け

雲母、白色砂粒、組
良好
7.5YR4/4褐~ 10YR5/3にぷい黄

粘土帯積み上げ? 箆削り 箆削り
砂粒を含む 7.5YR3/3暗褐 褐

雲母、粗砂粒を含む 良好
10YR5/4にぷい黄

7.5YR5/4にぷい褐 張りのある胴部 ぽ岡部)箆削り 撫で
褐~4/2灰黄褐

組砂粒を含む 良好 5YR6/6~登 5YR6/6~登 平底にl孔を穿つ 箆削り 箆削り

外反する口縁部に最
(口縁~体部平行文

組砂粒を含む 良好 7.5Y6/1灰 7.5Y6/1灰 大径を有L端部に面 撫で

取りを施す
工具による叩き

組砂粒、際を含む 良好
2.5Y5/2暗灰黄~

7.5YR5/3にぷい褐
線瞳成形球形の胴

線曜による撫で 線曜による撫で
4/1黄灰 部

石英、粗砂粒を含む 良好
2.5YR6/6経~5/4に 2.5YR6/6経~5/4に 線瞳成形体部は内

線曜による撫で 線曜による撫で
ぷい赤褐 ぷい赤褐 湾Lて立ち上がる

線瞳成形平底より (口縁~体部り線瞳に
放射状磨き 黒色処

石英、粗砂粒を含む 良好 5YR6/4にぷい経 黒 体部は内湾Lて立ち よる撫で (底部)回
理

上がる 転糸切り

10YR7/3にぷい黄
線瞳成形上げ底気 (口縁~体部り線曜に (口縁部)横位の磨き

石英、粗砂粒を含む 良好
経~2/1黒

黒 味の底部より体部は よる撫で (底部)回 (体部)放射状磨き

内湾Lて立ち上がる 転糸切り 黒色処理

石英、雲母、粗砂粒 線瞳成形平底より
(口縁~体部り線曜に (口縁部)横位の磨き

を合む
良好 7.5YR7/3にぷい経 黒

内湾Lて立ち上がる
よる撫で (底部)回 (体部)放射状磨き

転糸切りの後箆調整 黒色処理

表 20 SB土器観察表(10)



co 
co 

図 No 遺構

80 51 SB 

80 61 SB 

80 71 SB 

80 81 SB 

80 91 SB 

801 10 SB 

801 11 SB 

801 12 SB 

801 13 SB 

81 11 SB 

81 21 SB 

81 31 SB 

81 41 SB 

81 51 SB 

番号 種類 器種

口7 土師器 t平

口7 土師器 t平

口7 土師器 t平

口7 土師器 t平

口7 土師器 t平

口7 土師器 t平

口7 土師器 t平

口7 土師器 鉢

口7 土師器 霊童

口8 須恵器 蓋

口8 土師器 t平

口8 土師器 t平

口8 須恵器 t平

口8 須恵器 t平

口径 器局 底径 残存

13.5 3.8 6.2 口縁部一部~底部完

13.8 3.7 6口縁~底部1/4

12.8 4.0 6.4 
口縁部1/3~底部ー

部

口縁部1/4~体部ー
14.6 3.8 

部

14.8 3.4 」口縁部1/4~体部

3.3 7.6 体部一部~底部1/4

4.1 5.6 体~底部完存

24.4 12.2 8.6 口縁~底部一部

18.8 10.8 」口縁~胴部一部

2.9 19.0 天井部1/5

11.4 4.2 ー 1/2

4.1 」体~底部ほぼ完存

10.4 4.4 3.6 体部7/8底部完存

10.2 3.3 4.0 1/2 

胎土 焼し成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

石英、粗砂粒、際を 7.5YR7/3にぷい経
線瞳成形平底より (口縁~体部り線曜に (口縁部)横位の磨き

合む
良好

~6/4にぷい樫
黒 体部は内湾Lて立ち よる撫で (底部)回 (体部)放射状磨き

上がる 転糸切りの後箆調整 黒色処理

線瞳成形平底より (口縁~体部り線曜に

組砂粒を含む 良好 7.5YR6/4にぷい経 黒 体部は内湾Lて立ち よる撫で (底部)回 磨き 黒色処理

上がる 転糸切り

線瞳成形平底より

組砂粒、際を含む 良好
7.5YR6/4にぷい経

黒
体部は内湾Lて立ち 線曜による撫で刻

磨き 黒色処理
~2jl黒 上がり、浅い稜を有 み

する

線瞳成形体部は内

組砂粒を含む 良好 7.5YR6/4にぷい経 黒 湾L、口縁部は僅か 線曜による撫で 磨き 黒色処理

に外反する

雲母、粗砂粒を含む 良好
7.5YR6/4にぷい経

黒
線瞳成形体部は内

線曜による撫で
横位の箆磨き 黒色

~2jl黒 脅する 処理

線瞳成形上げ底気 (口縁~体部り線曜に

組砂粒を含む 良好 7.5YR6/3にぷい褐 黒 味の底部より体部は よる撫で (底部)回 磨き 黒色処理

内湾Lて立ち上がる 転糸切りの後箆調整

線瞳成形平底より (口縁~体部り線曜に
放射状磨き 黒色処

石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR7/3にぷい経 黒 体部は内湾Lて立ち よる撫で (底部)回

上がる 転糸切り
理

2.5YR5/6明赤褐~
線瞳成形平底より

石英、粗砂粒を含む 良好 2.5YR5/6明赤褐
4/8赤褐

体部は内湾Lて立ち 線曜による撫で 磨き

上がる

雲母、粗砂粒を含む 良好 5YR6/4にぷい経 5YR6/6~登
線瞳成形口縁部は 線曜による撫で箆

線曜による撫で
外反Lて聞く 削り

組砂粒を含む 良好 N6/灰 N4/灰 線曜による撫で 線曜による撫で

丸底から体部は内湾
(口縁部)横位の撫で

雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR3jl黒褐 黒 Lて聞き、直立気味 箆磨き 黒色処理

の口縁に立ち上がる
(体部~底部箆削り

石英、雲母、粗砂粒
良好 2.5YR5/6明赤褐 黒 丸底 黒色処理

を合む

線瞳成形平底から (体部)線曜による撫

様、粗砂粒を含む 良好 N5/灰 N5/灰 屈曲外傾する体部が で(底部)回転箆切り 線曜による撫で

立ち上がる の後箆調整

線瞳成形平底から
(体部)線曜による撫

組砂粒を含む 良好 5YR5/4にぷい赤褐 10YR4jl褐灰
体部は外傾Lて聞く

で(底部)横位の刷毛 線曜による撫で

目?

表 21 SB土器観察表(11)



-c 
c 

図 No 遺構

81 61 SB 

81 71 SB 

81 81 SB 

81 91 SB 

821 10 SB 

821 11 SB 

821 12 SB 

83 11 SB 

83 21 SB 

83 31 SB 

83 41 SB 

83 51 SB 

83 61 SB 

84 11 SB 

84 21 SB 

84 31 SB 

番号 種類 器種

口8 土師器 高杯

口8 土師器 霊童

口8 土師器 霊童

口8 土師器 霊童

口8 土師器 霊童

口8 土師器 霊童

口8 土師器 霊童

口9 須恵器 蓋

口9 土師器 t平

口9 須恵器 t平

口9 須恵器 t平

口9 土師器 霊童

口9 須恵器 霊童

10 土師器 t平

10 土師器 t平

10 土師器 t平

口径 器局 底径 残存

9.2 9.4 杯部一部脚部3/4

18.0 12.8 」口縁~胴部一部

16.0 8.7 」口縁~胴部一部

16.6 6.1 」口縁部一部

18.0 5.9 」口縁~胴部一部

17.6 37.8 」口縁~底部一部

26.8 4.0 日同~底部一部

2.2 15.8 天井部1/5

口縁~体部1/4 底
13.2 5.2 7.2 

部完存

13.2 3.0 」口縁部一部

2.7 12.2 体部~底部一部

5.6 3.2 胴部一部底部3/4

22.6 15.0 胴部~底部一部

14.3 5.3 ーはぱ完存

14.8 4.9 」口縁部4/5

14.4 5.8 
口縁部1/3~底部完

存

胎土 焼し成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

石英、雲母、粗砂粒
良好 7.5YR6/4にぷい経 7.5YR6/4にぷい経 (脚部)縦位の箆削り (杯部内面)赤色塗彩

を合む

張りのない胴部と外
(口唇部)横位の撫で

石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR5/4にぷい褐 7.5YR5/4にぷい褐 反Lて大きく聞く口
ぽ岡部)箆撫で

縁

組砂粒を含む 良好 7.5YR7/6経 7.5YR5/4にぷい褐 短く聞く口縁 縦位の箆削り

石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR7/6経 7.5YR7/6怪
頚部は緩く外反Lて

横位の撫で 横位の撫で
短く聞く口縁に至る

石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR5/4にぷい褐 7.5YR5/4にぷい褐
口縁部は外側ヘ折り

横位の撫で 横位の撫で
返す

粘土帯積み上げ僅

様、石英、雲母、組
良好 5YR4/4にぷい赤褐 5YR5/4にぷい赤褐

かに張る胴部より外
撫で 撫で

砂粒を含む 反Lて聞く口縁部に

至る

石英、雲母、粗砂粒
良好 5YR4/6赤褐 5YR5/4にぷい赤褐 張りのない胴部 箆削り 撫で

を合む

組砂粒を含む 良好 5Y5jl灰 5Y5jl灰 線曜による撫で 線曜による撫で

石英、雲母、粗砂粒
平底から体部は内湾

を合む
良好 5YR5/6明赤褐 黒 Lて直立気味に立ち 黒色処理

上がる

組砂粒を含む 良好 5Y6jl灰 5Y5jl灰 線瞳成形 線曜による撫で 線曜による撫で

組砂粒を含む 良好 5Y5jl灰 5Y5jl灰
線瞳成形付高台は

線曜による撫で 線曜による撫で
外側で接地する

小さい底部から胴部

雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR5/4にぷい褐 5YR4/6赤褐 は内湾Lて立ち上が 箆磨き 箆磨き

る

白色粗砂粒を含む 良好 7.5YR3jl黒褐 7.5YR5jl褐灰 撫で
平行文工具による叩

箆撫で
き

丸底より体部は内湾
(体~底部)箆削り (体~底部)箆削り

石英、雲母、粗砂粒 5YR6/6経~7/4にぷ 5YR6/6経~7/4にぷ Lて立ち上がり、口

を合む
良好
い経 い経 縁部で僅かに外反す

撫で (口縁部)横磨 撫で (口縁部)横磨

る
き き

丸底より体部は大き
(体~底部)箆削り

石英、雲母、粗砂粒
良好

2.5YR7/6経~5/6明
2.5YR7/6経~6/8経

く内湾Lて立ち上が
箆削撫で 撫で (口縁部)横磨

を合む 赤褐 るり、口縁部は僅か

に内{頃する
き

丸底より体部は大き

石英、雲母、白色組
良好
7.5YR7/3にぷい経 7.5YR7/3にぷい経 く内湾Lて立ち上が

箆削り 箆撫で 箆削り 箆撫で
砂粒を含む ~黒 ~黒 るり、口縁部は僅か

に内{頃する

表 22 SB土器観察表(12)



図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器局 底径 残存 胎土 焼し成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

丸底より体部は大き

84 41 SB 10 土師器 t平 13.8 4.6 」口縁~底部約1/2
石英、雲母、粗砂粒

良好
5YR7/6経~5/3にぷ 5YR7/4にぷい経~ く内湾Lて立ち上が

箆削り 箆撫で 箆削り 箆撫で
を合む い赤褐 6/6経 るり、口縁部は僅か

に内{頃する

丸底より体部は大き

84 51 SB 10 土師器 t平 13.6 5.5 」口縁~体部1/4
石英、雲母、粗砂粒

良好
5YR6/3にぷい経~

7.5YR6/4にぷい経
く内湾Lて立ち上が

箆削り 横位の撫で 箆削り 横位の撫で
を合む 5/6明赤褐 り、口縁部は内傾す

る

丸底より体部は緩や
(体~底部)箆削り

石英、雲母、粗砂粒 2.5YR4/6赤褐~3/2 5YR7/4にぷい経~ かに内湾L、長めの
84 61 SB 10 土師器 t平 12.4 6.3 ー はぼ完存

を合む
良好
暗赤褐 3/2暗赤褐 直立気味の口縁部に

撫で (口縁部)横位 箆削り 横位の撫で

至る
の刷毛目

粘土帯積み上げ丸

84 71 SB 10 土師器 t平 12.7 8.6 
口縁部1/2~底部完

石英、粗砂粒を含む 良好
5YR5/6明赤褐~ 5YR5/6明赤褐~4/8 底より体部は内湾Lぽ同~底部)箆削り

箆削り 箆磨き
存 1.7/1黒 赤褐 て「く」の字状に外 (口縁部)横位の撫で

反する口縁部に至る

5YR7/4にぷい経~
丸底より体部は内湾

箆削り 刷毛調整
84 81 SB 10 土師器 t平 3.8 」体部一部~底部 石英、粗砂粒を含む 良好 黒 Lて大きく聞いて立 箆削り 刷毛調整

6/6経
ち上がる

黒色処理

線瞳成形体部上端

84 91 SB 10 須恵器 t平 12.4 5 」口縁~体部一部 組砂粒、際を含む 良好 7.5YR6/1灰~5/1灰 7.5YR6/1灰 に段を持ち、口縁部 線曜による撫で 線曜による撫で

は内{頃する

粘土帯積み上げ平

底より中位に最大径
ぽ岡部)箆削りの後刷

石英、雲母、粗砂粒 5YR4/3にぷい赤褐 をもっ球形の胴部が ぽ岡部)箆削り (口縁
841 10 SB 10 土師器 霊童 18.4 29.3 7.2 ほぼ完存

を合む
良好

~2/3極暗赤褐
5YR4/3にぷい赤褐

立ち上古川、頚部は
毛調整 (口縁部)横

部)横位の撫で

「く」の字状に外反
位の撫で

する

粘土帯積み上げ張

841 11 SB 10 土師器 霊童 24.8 14.4 」口縁部1/2弱~胴部
石英、雲母、粗砂粒

良好 5YR5/6明赤褐
7.5YR5/4にぷい褐 りのない胴部より外

箆削り 撫で 箆削り撫で
を合む ~3/3暗褐 反Lて聞く口縁部に

至る

口縁部ほぼ完存~胴 石英、雲母、粗砂粒
粘土帯積み上げ頚

(頚~胴部)箆削り (頚~胴部)箆削り
841 12 SB 10 土師器 霊童 19.4 7.3 

部上位 を合む
良好 5YR5/6明赤褐 5YR5/6明赤褐 部は「く」の字状に

(口縁部)横位の撫で (口縁部)横位の撫で
外反する

粘土帯積み上げ凹

841 13 SB 10 土師器 霊童 16.8 6.0 頚部一部~底部完存
石英、雲母、粗砂粒

良好
5YR4/6赤褐~3/4暗 5YR4/4にぷい赤褐 凸のある底部より胴

箆削り 撫で 箆削り撫で
を合む 赤褐 ~3/1黒褐 部は内湾L、頚部は

外反Lて立ち上がる

E-c-E 
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図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器品 底径 残存 胎土 焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

粘土帯積み上げ丸
明岡部下位)箆削り

石英、雲母、粗砂粒 5YR6/4にぷい経~ 底気味の底部は中心 明岡部下位)箆削り
841 14 SB 10 土師器 霊童 20.4 4.8 日同~底部

を合む
良好
3/2暗赤褐

5YR5/4にぷい赤褐
に窪みがあり、胴部 明岡部上位)刷毛調整

明岡部上位)横位の撫

は下膨れ
ザ(:

粘土帯積み上げ丸
明岡部)箆削り(口縁

851 15 SB 10 土師器 霊童 10.8 12.5 
口縁部1/2 胴~底 石英、雲母、粗砂粒

良好
7.5YR7/3にぷい経 7.5YR7/3にぷい経 底球形の胴部より

箆削り撫で磨き 部)横位の撫で磨
部完存 を合む ~2jl黒 ~2/1黒 短く外反する口縁部

さ、一宅
に至る

851 16 SB 10 土師器 霊童 5.3 6.0 胴部下位~底部完存 石英、組砂粒を含む 良好 2.5YR4/8赤褐 5YR3jl黒褐
粘土帯積み上げ厚

箆削り撫で 箆削り撫で
手で丸底気味の底部

粘土帯積み上げ上

851 17 SB 10 土師器 霊童 17.5 6.8 底~胴部ほぼ完存
石英、白色粗砂粒を

良好
5YR6/4にぷい経~ 5YR6/4にぷい経~ げ底気味の底部より 箆削りの後縦位の箆

箆削り
合む 黒 5/2灰褐 大きく内湾Lて球形 磨き

の胴部に至る

粘土帯積み上げ脚

851 18 SB 10 土師器 霊童 14.0 16.8 
口縁部1/2~胴部

雲母、組砂粒を含む 良好
5YR7/4にぷい経~

7.5YR7/3にぷい経
との接合部より球形

箆削りの後箆磨き 箆削りの後箆磨き 台付き窪
3/4 6/6経~黒 の胴部を経て、外反

する口縁部に至る

粘土帯積み上げ脚

口縁部2/3~脚部ー 石英、雲母、粗砂粒
との接合部より丸み 明岡部)箆削り (口縁

明同~脚部)削り (口
851 19 SB 10 土師器 霊童 10.7 13.7 

部 を合む
良好 5YR5/6明赤褐 5YR5/6明赤褐 を持って張りのある 部)横位の撫で (脚

縁部)横位の撫で
胴部を経て、外反す 部)縦位の撫で

る口縁部に至る

口3の様、粗砂粒を
丸底より体部は内湾

(口縁)横位の撫で
86 11 SB 11 土師器 t平 12.3 3.9 ー完存 良好 7.5YR6/6経 黒 Lて立ち上がり、直 箆磨き黒色処理

合む
立気味の口縁に至る

(体部)箆削り

86 21 SB 11 土師器 高杯 5.3 」脚部2/3 粗砂粒を含む 良好 7.5YR6/4にぷい経
黒~7.5YR6/4にぷ

短めの脚部 指による撫で
(杯部)黒色処理(脚

い経 部)箆削り

杯部は接合部より内
(口縁)横位の撫で

86 31 SB 11 土師器 高杯 14.6 12.2 10.4 杯部1/3~脚部 粗砂粒を含む 良好 5YR5/6明赤褐 黒~5Y R6/6経
湾Lて立ち上がり口

(杯部)撫で(脚部)縦
(杯部)黒色処理み 裾部に歪

縁に至る 脚部
の箆削り

がき (脚部)箆削り みあり

はうッハ。状に聞く

雲母、白色砂粒を合
(口縁)横位の撫で

(口縁)横位の撫で
86 41 SB 11 土師器 霊童 21.5 10.8 」口縁1/4~体部一部

む
良好 5YR5/6明赤褐 5YR5/6明赤褐 口縁部は外反する (体部)刷毛による撫

(体部)横位の箆磨き
ザ(:
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図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器局 底径 残存 胎土 焼し成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

雲母、白色砂粒を合
張りのない胴部から

(口縁)横位の撫で
86 51 SB 11 土師器 霊童 18.4 9.0 」口縁1/6~体部一部 良好 5YR4/4にぷい赤褐 7.5YR4/4褐 緩く外反する口縁部 横位の撫で

む
に立ち上がる

(体部)箆削り

粘土帯積み上げ張

86 61 SB 11 土師器 霊童 20.3 13.5 」口縁1/5~体部一部 雲母、粗砂粒を含む 良好 5YR5/6明赤褐 5YR5/6明赤褐
りのない胴部より僅 (口縁)横位の撫で (口縁)横位の撫で

かに外反する口縁に (体部)縦の磨き (体部)箆削り

至る

雲母、白色砂粒、組 7.5YR5/4にぷい褐 7.5Y R4/4褐~
丸底より体部は内湾

(口縁)横位の撫で (口縁)横位の撫で(体
87 11 SB 12 土師器 t平 12.6 6.6 ー完存 良好 Lて内傾する口縁に

砂粒を含む ~10YR3/3暗褐 10YR3/2黒褐
至る

(体部)箆磨き 部)箆磨き

雲母、赤色土、粗砂 7.5YR6/6経~4/2灰 7.5YR6/6経~4/2灰
丸底より体部は内湾

(口縁)横位の撫で (口縁)横位の撫で(体
87 21 SB 12 土師器 t平 10.2 5.2 ー 1/2

粒を含む
良好
褐 褐

Lて直立する口縁に
(体部)磨き 部)箆磨き

至る

丸底より内湾Lて立
(口縁)横位の撫で

87 31 SB 12 土師器 t平 14.4 6.3 ー 1/3 雲母、粗砂粒を含む 良好 5YR5/6明赤褐 5YR5/6明赤褐 ち上がり垂直気味の (口縁)横位の撫で
(体部)磨き

口縁に至る

口縁2/3~体部ほぼ
5YR6/6経~

丸底より内湾Lて立 (口縁)横位の撫で
87 41 SB 12 土師器 t平 17.4 6.1 雲母、粗砂粒を含む 良好 10YR7/3にぷい黄 5YR6/8~登 (口縁)横位の撫で

完存
f登

ち上がる (体部)磨き

口.3~口 5の様、雲
丸底より丸みをおび

(口縁)横位の撫で (口縁)横位の撫で
87 51 SB 12 土師器 霊童 14.6 8.8 ー 2/3 良好 7.5YR5/6明褐 7.5YR5/4にぷい褐 た胴部が立ち上がり

母、粗砂粒を含む
外反する口縁に至る

(体部)削り (体部)箆削り

7.5YR4/6褐~5/6明
丸底より内湾Lて立

(口縁)横位の撫で
87 61 SB 12 土師器 霊童 15.0 9.8 」口縁1/6~体部 雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR4/6褐 ち上がり、外反する (口縁)横位の撫で

褐
口縁に至る

(体部)削り

丸底より内湾Lて立
(口縁)横位の撫で (口縁)横位の撫で

87 71 SB 12 土師器 t平 13.3 6.5 」口縁1/8~体部 雲母、粗砂粒を含む 良好 5YR5/8明赤褐 5YR5/8明赤褐 ち上がり、短く外反

する口縁に至る
(体部)削り (体部)削り

線瞳成形平底より

87 81 SB 12 土師器 t平 16 5.2 6.8 
口縁~杯部1/3 底

雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR4/3褐~2/1黒 黒
僅かに内湾L、外面

線曜による撫で
線曜による撫で黒

部一部 に浅い需要流患を有Lて 色処理

立ち上がる

87 91 SB 12 土師器 柑 9.5 」体部のみ
口.5の様、雲母、粗

良好 5YR5/8明赤褐 5YR5/8明赤褐 体部の歪みが大きい 箆削り
砂粒を含む

平底から中位に最大

10YR4/3にぷい黄 径を有する胴がは内
(口縁)横位の撫で (口縁)横位の撫で

871 10 SB 12 土師器 霊童 12.2 6.5 口縁1/5~体部1/3 雲母、粗砂粒を含む 良好 褐~2.5Y R5/8明赤 10Y R2/1黒 湾Lて立ち上がり

褐 「く」状に外反する
(体部)磨き (体部)磨き

口縁に至る

E-cω' 
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図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器品 底径 残存 胎土 焼し成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

平底から中位に最大

口.2の様、雲母、粗 5Y R4/8赤褐~4/4 5Y R4/8赤褐~4/4
径をもっ張りのある

(口縁)横位の撫で (口縁)横位の撫で
881 11 SB 12 土師器 霊童 23.2 28.2 7.8 ほぼ完存 良好 胴部が立ち上がり

砂粒を含む にぷい赤褐 にぷい赤褐
「く」状に外反する

(体部)削り (体部)箆削り

口縁に至る

平底から中位に最大

口縁2/3 体部ほぼ 5Y R5/6明赤褐~
径をもっ張りのある (口縁)横位の撫で (口縁)横位の撫で

881 12 SB 12 土師器 霊童 19.8 31.3 8.4 
完存

雲母、粗砂粒を含む 良好
5/8明赤褐

5Y R6/6経 胴部が立ち上がり (体部)刷毛調整削 (体部)刷毛調整削

「く」状に外反するり り

口縁に至る

上位に最大径をもっ
(口縁)横位の磨き

881 13 SB 12 土師器 甑 22.6 27.0 8.4 口縁1/3~体部2/3 雲母、粗砂粒を含む 良好 5YR5/6明赤褐 5YR5/6明赤褐 胴部から「く」状に (口縁)横位の磨き
(体部)箆磨き

外反する口縁に至る

10YR3/2黒褐~ 7.5YR4/2灰褐~4/3
小さめの底部から球

881 14 SB 12 土師器 霊童 15.2 4.8 胴部~底部完存 雲母、粗砂粒を含む 良好
7.5YR4/3褐 褐

形の胴部が立ち上が (体部)削り (体部)削り

る

線瞳成形丸味のあ

89 11 SB 13 須恵器 蓋 3.6 11.8 
天井部完存裾部

組砂粒、機を含む 良好
10YR6/2灰黄褐~ 10YR6/2灰黄褐~ る天井から裾部に向

線曜による撫で 線曜による撫で
歪みが大

2/3 10Y5jl灰 10Y5jl灰 かつて内湾Lて下 きしゐ

る。

89 21 SB 13 土師器 t平 12.0 3.9 」口縁部1/2~底部 石英、粗砂粒を含む 良好
7.5YR7/2明褐灰~

黒
丸底より体部は内湾 (体~底部)箆削り 箆削りの後箆磨き

黒 Lて立ち上がる (口縁部)横位の撫で 黒色処理

5YR6/6経~5/6明赤
丸底より体部は内湾

(体~底部)箆削り 箆削り撫で黒色
89 31 SB 13 土師器 t平 11.9 4.2 」口縁部1/2~底部 組砂粒、際を含む 良好 黒 Lて立ち上がり直立

褐
気味の口縁部に至る

(口縁部)横位の撫で 処理

89 41 SB 13 土師器 t平 12.8 4.6 6.5 
口縁部一部~底部

組砂粒を含む 良好 5YR6/6~登 黒
平底より体部は緩く

箆削り 箆削り 黒色処理
1/2 内湾Lて立ち上がる

粘土帯積み上げ張

89 51 SB 13 土師器 霊童 19.4 30.5 」口縁部1/2~胴部 組砂粒、際を含む 良好 2.5YR5/6明赤褐 2.5YR5/6明赤褐
りのない胴部より外 ぽ岡部)箆削り (口縁

箆削り撫で
反Lて聞く口縁部に 部)横位の撫で

至る

粘土帯積み上げ張

89 61 SB 13 土師器 霊童 21.6 24.5 」口縁~胴部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 2.5YR3/6暗赤褐 5YR4/4にぷい赤褐 りのない胴部より外 箆削り 刷毛調整 箆削り撫で

反する口縁部に至る

口縁部3/4~胴部上
粘土帯積み上げ口

(頚部)箆削り (口縁
89 71 SB 13 土師器 霊童 14.8 5.5 

位
組砂粒を含む 良好 5YR6/4にぷい経 5YR6/4にぷい経 縁部は「く」の字状

部)横位の撫で
箆削り撫で

に外反する
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図 No 遺構 番号 種類 器種 口千韮 器局 底径 残存 胎土 焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

事]¥み部完存天井
ボタン状の事]¥み部

90 SK 02 須恵器 蓋 3.4 2.3 粗砂粒を含む 良好 5Y5/1灰 5Y5/1灰 から張りのない天 聴櫨による撫で 聴櫨による撫で
音日1/5

井部に至る

90 2 SK 02 土師器 皿 6.6 2.3 4.0 2/3 
石英、粗砂粒を含

良好 2.5Y3/1黒褐 2.5Y3/1黒褐 小型の杯
(体部下位)箆削り 内部に付

む (底部)回転糸切り 着物あり

体部1/2 底部完 雲母、粗砂粒を含
僅かな上げ底から

(体部)聴櫨による 体部外面
90 3 SK 02 土師器 士干 11.2 3.6 6.0 良好 5YR5/6明赤褐 黒 体部は内脅して立 黒色処理

存 む
ち上がる

撫で に刻書

90 4 SK 02 土師器 士干 2.4 6.8 体部~底部一部
石英、粗砂粒を合

良好 5YR6/6燈 黒
平底から体部は内

(底部)回転糸切り 黒色処理
む 脅して立ち上がる

(口縁~体音防聴櫨

90 5 SK 02 須恵器 士干 13.5 4.0 6.4 2/3 粗砂粒を含む 良好 N5/灰 N5/灰 聴櫨成形 による撫で(底部)聴櫨による撫で

回転糸切り

90 6 SK 02 須恵器 士干 14.6 4.0 10.2 
体部~底部一部

機、粗砂粒を含む 良好 N3/暗灰 N4/灰
聴櫨成形付け両

聴櫨による撫で 聴櫨による撫で
高台部完存 i口A 

90 7 SK 02 須恵器 士干 5.3 9.2 体部~底部一部 粗砂粒を含む 良好 N3/暗灰 N5/灰
聴櫨成形付け両

聴櫨による撫で 聴櫨による撫で
i口A 

90 8 SK 02 須恵器 士干 2.1 14.4 両台部~底部一部 粗砂粒を含む 良好 5YR4/1字国 5R4/1暗褐 付け両台 聴櫨による撫で 聴櫨による撫で

90 9 SK 02 土師器 窪 13.4 6.5 一口縁部1/2
石英、雲母、粗砂

良好 2.5YR4/6赤褐 2.5YR5/6明赤褐
頚部は緩く外反し

横位の撫で 横位の撫で
粒を含む て口縁に至る

90 10 SK 02 土師器 蜜 14.5 7.5 一口縁~胴部一部
石英、雲母、粗砂

良好
5YR5/4にぶい赤

5YR6/6燈
粒を含む 字国

90 11 SK 02 土師器 高杯 8.8 
杯部一部接合部 石英、雲母、粗砂

良好
5YR4/4にぶい赤

5YR6月燈 箆磨き
完存 粒を含む 字国

90 12 SK 02 土製品 円盤 5.7 6.0 1.0 完存 粗砂粒を含む 良好 5YR6/6樟 5YR5/6明赤褐 39.5g 

91 SK 03 土師器 士干 10.7 3.9 一口縁~体部1/4
石英、粗砂粒を含

良好
5YR6/4にぶい燈 5YR6/4にぶい燈 丸底より内脅して 箆削り (口縁

箆削り 撫で
む ~5/3にぶい赤褐 ~5/3にぶい赤褐 立ち上がる 部)横撫で

91 2 SK 03 土師器 高杯 7.5 一脚部一部 粗砂粒を含む 良好 7.5YR6/6燈 7.5YR6/6燈 縦位の箆撫で
箆削り 指による

押圧

粘土帯積み上げ
(胴部)箆削り

口縁1/3~胴部上 5YR6/6燈~4/2 5YR6/6燈~4/2 張りのない胴部よ
91 3 SK 03 土師器 窪 22.8 7.5 

位一部
粗砂粒、機を含む 良好

灰褐 灰褐 り外反する口縁部
(口縁部)横位の 箆撫で

に立ち上がる
撫で

粘土帯積み上げ

口縁~胴部上位一 石英、雲母、粗砂
口縁部は大きく外

(胴部)斜位の刷 (胴部)斜位の刷
91 4 SK 03 土師器 窪 20.6 8.2 良好 5YR4/8赤褐 5YR4/8赤褐 反する 口唇部に

音日 粒を含む
浅く細い凹帯を有

毛目 毛目

する

E-cuE 
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No 
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7 

遺構 番号

SK 04 

SK 05 

SK 05 

SK 06 

SK 06 

SK 06 

SK 07 

SK 07 

SK 07 

SK 07 

SK 07 

SK 07 

SK 07 

種類 器種 口千韮

土師器 蜜 16.6 

須恵器 主不 13.0 

土師器 蚤 11.8 

須恵器 主不 13.2 

須恵器 主不 14.0 

須恵器 主不

土師器 蓋 4.0 

土師器 主不 13.8 

須恵器 主不 13.5 

須恵器 主不 12.3 

須恵器 主不

須恵器 蜜 22.4 

須恵器 蚤 16.3 

器品 底径 残存 胎土

口縁~胴部上位一 石英、粗砂粒を含
6.9 

吉日 む

3.4 6.0 1/3 粗砂粒を含む

5.0 一口縁部一部
石英、雲母、粗砂

粒を含む

3.8 6.8 1/4 
白色砂粒、粗砂粒

を含む

6.2 9.0 口縁~底部一部 粗砂粒を含む

2.5 11.4 体部~底部一部 粗砂粒を含む

2.9 一事]¥み部完存
0.2の際、雲母、

粗砂粒を含む

口縁~体部2/3 雲母、粗砂粒を含
4.8 8.0 

底部完存 む

口縁5/6 体部完
3.4 6.0 

存
粗砂粒を多く含む

4.5 6.0 口縁1/5 粗砂粒を含む

白色ほかの粗砂粒
4.8 9.7 底部完存

を含む

口縁~胴部上位 0.2~0.3の様、粗
8.6 

1/4 砂粒を含む

6.9 
口縁~胴部上位

粗砂粒を含む
1/4 

表29

焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

粘土帯積み上げ

良好 7.5YR3/3暗褐 7.5YR3/3ff音字国 口縁部は 「く」の 箆削り、箆撫で 箆削り、箆撫で

字状に聞く

聴櫨成形上げ底
(口縁~体音防聴櫨

から体部は外内面
良好 N5/灰 N5/灰

に稜を有して立ち
による撫で(底部)聴櫨による撫で

上がる
回転糸切り

良好 5YR5/6明赤褐 5YR4/6赤褐 横位の撫で 横位の撫で

聴櫨成形上げ底

良好 7.5Y6/1灰 7.5Y7/1灰
から体部は外内面

聴櫨による撫で 聴櫨による撫で
に稜を有して立ち

上がる

良好 N3/暗灰 N5/灰
聴櫨成形付け両

聴櫨による撫で 聴櫨による撫で
i口A 

良好 N3/暗灰 N3/暗灰
聴櫨成形付け両

聴櫨による撫で 聴櫨による撫で
i口A 

良好 5YR5/6明赤褐 7.5YR5/6明褐 ボタン状の事]¥み
(事]¥み部)撫で

撫で
(天井部)箆削り

聴櫨成形平底よ (口縁~体部)聴

良好 7.5YR6/6燈 黒 り僅かに内脅して 櫨による撫で 撫で黒色処理

立ち上がる (底部)箆調整

聴櫨成形平底か
(口縁~体部)聴

櫨による撫で
良好 5Y5/1灰 7.5Y5/1灰 ら体部は外傾して

(底部)回転糸切
聴櫨による撫で

聞く
り

聴櫨成形平底か (口縁~体部)聴

良好 5Y6/1灰 5Y6/1灰
ら内外面に稜を有 櫨による撫で

聴櫨による撫で
し外傾して立ち上 (底部)回転糸切

カまる り

聴櫨成形付け高
(体部)聴櫨によ

2.5GY5/1オリ』プ 2.5GY5/1オリ-7や る撫で (底部)
良好 台から体部は外反 聴櫨による撫で
灰 灰

して立ち上がる
回転糸切りの後箆

調整

最大径を持つ胴部

良好 2.5Y7/2灰黄 2.5Y7/2灰黄 から口縁はS字状 聴櫨による撫で 聴櫨による撫で

に作る

良好 N3/暗灰 5Y5/1灰
口縁はS字状に作

聴櫨による撫で 聴櫨による撫で
る

SK土器観察表(2)



図 No 遺構 番号 種類 器種 口千韮 器局 底径 残存 胎土 焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

聴櫨成形僅かな
(口縁~体音防聴櫨

石英、雲母、粗砂 上げ底から、体部
96 SK 08 土師器 主不 13.4 4.2 ーほぼ完存

粒を含む
良好 2.5YR5/6明赤褐 7.5YR3/1黒褐

は緩く内脅して立
による撫で(底部)聴櫨による撫で

ち上がる
回転糸切り

96 2 SK 08 須恵器 主不 1.6 6.6 高台部1/2
金雲母、粗砂粒を

良好 7.5YR5/2灰褐 2.5YR5/8明赤褐 付け高台 (底部)回転糸切り
合む

雲母、粗砂粒を含 7.5YR6/4にぶい
聴櫨成形平底か (口縁~体音防聴櫨

97 SK 10 土師器 主不 13.6 3.7 7.0 完存 良好 黒 ら体部は僅かに内 による撫で(底部)箆磨き 黒色処理
む 燈

脅して立ち上がる 回転糸切り

石英、雲母、粗砂 2.5YR6/4にぶい
聴櫨成形上げ底 4条の放射状の暗

97 2 SK 10 土師器 主不 13.6 4.6 5.4 完存 良好 黒 から体部は僅かに (底部)回転糸切り 文を施す黒色処
粒を含む 燈

内至宝して聞く 理

雲母、粗砂粒を含 7.5YR7/4にぶい
聴櫨成形平底か

97 3 SK 10 土師器 主不 13.4 4.1 5.8 1/2 良好 黒 ら体部は内脅して (底部)回転糸切り 磨き黒色処理
む 燈

立ち上がる

雲母、粗砂粒を合 黒~10YR5/8黄
聴櫨成形平底か (口縁~体音防聴櫨

箆磨き? 黒色処
97 4 SK 10 土師器 主不 13.3 4.2 6.4 完存 良好 7.5YR7/6燈 ら体部は僅かに内 による撫で(底部)

む 字国
脅して立ち上がる 回転糸切り

理

口縁~体部3/4 10YR6/4にぶい 黒~7.5YR7/4に
聴櫨成形平底か (口縁~体音防聴櫨

97 5 SK 10 土師器 主不 12.9 4.1 5.8 粗砂粒を含む 良好 ら内脅して立ち上 による撫で(底部)磨き黒色処理
底部完存 黄燈 ぶい燈

がり口縁に至る 回転糸切り

口縁~体部2/3
聴櫨成形平底か (口縁~体音防聴櫨

聴櫨による撫で
97 6 SK 10 土師器 主不 13.2 4.0 5.5 

底部完存
粗砂粒を含む 良好 5YR6/6燈 黒 ら僅かに内脅して による撫で(底部)

黒色処理
立ち上がる 回転糸切り

聴櫨成形平底か
(口縁~体音防聴櫨

98 7 SK 10 土師器 主不 13.5 4.0 6.2 
口縁~体部3/4 雲母、粗砂粒を合

良好
10YR6/3にぶい

黒
ら僅かに内脅して

による撫で(底部)
聴櫨による撫で

底部完存 む 黄燈 立ち上がり口縁に
回転糸切り

磨き黒色処理

至る

口縁~体部1/8 雲母、粗砂粒を含
聴櫨成形平底か (口縁~体音防聴櫨 磨き 4条の放射

98 8 SK 10 土師器 主不 12.6 3.8 6.0 良好 7.5YR6/6燈 黒 ら僅かに内脅して による撫で(底部)状の暗文を施す
底部完存 む

立ち上がる 回転糸切り 黒色処理

聴櫨成形平底か
(口縁~体音防聴櫨

98 9 SK 10 土師器 主不 16.0 5.8 6.6 ほぼ完存
際、雲母、粗砂粒

良好
7.5YR7/3にぶい

黒
ら体部は内脅して

による撫で(底部)磨き黒色処理
内面に付

を含む 燈 立ち上がり、口縁
回転糸切り

着物あり

に至る

聴櫨成形平底か
(口縁~体音防聴櫨

98 10 SK 10 土師器 主不 13.3 3.8 6.3 
口縁~体部3/4 雲母、粗砂粒を含

良好 黒 黒 ら僅かに内脅して
による撫で(底部)聴櫨による撫で

底部完存 む
立ち上がる

回転糸切り 黒 黒色処理

色処理

E
-
C吋
E

SK土器観察表(3)表30



図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器品 底径 残存 胎土 焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

聴櫨成形付け両

台体部は外面に

98 11 SK 10 土師器 碗 15.2 5.0 6.6 1/2 際、粗砂粒を含む 良好 7.5YR7/2明褐灰 黒 稜を有して僅かに 聴櫨による撫で 磨き黒色処理

内脅して口縁に至

る

98 12 SK 10 土師器 士不 0.9 一底部一部
雲母、粗砂粒を含

良好
10YR6/4にぶい

黒 (底部)文字痕? 黒色処理
底部に刻u

む 黄燈 書

高台部3/4 底部 7.5YR6/4にぶい 聴櫨成形付け高
(両台部)聴轄によ

98 13 SK 10 土師器 碗 2.0 6.2 粗砂粒を含む 良好 黒 る撫で(底部)回転 黒色処理
完存 燈 i口A 

糸切りの後撫で

98 14 SK 10 土師器 碗 2.2 5.5 高台部底部完存
雲母、粗砂粒を含

良好 10YR8/4浅黄燈 黒
聴櫨成形付け両 (両台部)聴轄によ

黒色処理
む i口A る撫で(底部)撫で

聴櫨成形付け高
外面口縁

台 O脚の高台か
~体部中

98 15 SK 10 
灰紬陶

碗 14.4 4.7 7.0 
口縁~体部1/2

精良 良好 N8/灰白 5Y7/1灰白
ら体部は僅かに内

聴櫨による撫で 聴櫨による撫で 位、内面
器 底部完存 脅して立ち上が

口縁~体
り、口縁部で僅か

部に施紬
に外反する

緑紬陶 口縁~体部一部 7.5Y5/3灰オリー
聴櫨成形付け両

98 16 SK 10 碗 3.4 5.8 精良 良好 5Y5/2灰オリーブ 台から内脅して立
器 底部1/4 フ

ち上がる

98 17 SK 10 
灰紬陶

碗 2.0 6.6 底部完存 精良 良好 2.5Y6/2灰黄 2.5Y7/1灰白
聴櫨成形付け両

聴櫨による撫で 聴櫨による撫で
器 i口A 

雲母、粗砂粒を含 5YR6/6燈~ 7.5YR5/4にぶい
粘土帯積み上げ (口縁)横位の撫で

98 18 SK 10 土師器 窪 24.0 10.4 一口縁部1/4 良好 頚部は 「くの字」 (胴部)刷毛目状工 (口縁)横位の撫で
む 2.5Y2/1黒 字国

状に外反して聞く 具の撫で

98 19 SK 10 土師器 窪 4.6 8.8 胴部~底部一部
石英、雲母、粗砂

良好 7.5YR4/1褐灰
7.5YR6/4にぶい 外面底部

粒を含む 燈 に付着物

98 20 SK 10 須恵器 窪 14.6 12.6 胴部~底部一部 粗砂粒を含む 良好 N3/暗灰 N5/灰 平底 工具による叩き目

98 21 SK 10 
緑紬陶

宜=伝E 11.0 2.0 一口縁部一部 精良 良好 N7/灰白 10GY6/1 緑灰
口縁部を短く折り

聴櫨による撫で 聴櫨による撫で
器 返し帯状にする

体部外面

98 22 SK 10 
灰紬陶 長頚

13.1 9.0 体部~底部一部 精良 良好 7.5Y7/1灰白 5Y7/1灰白 聴櫨成形 聴櫨による撫で 聴櫨による撫で
上位、内

器 壷? 面下位に

施紬

E-c
∞E
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-c 
co 

図

99 

99 

99 

99 

99 

99 

99 

99 

100 

100 

100 

100 

100 

100 

No 遺構

SK 

2 SK 

3 SK 

4 SK 

5 SK 

6 SK 

7 SK 

8 SK 

9 SK 

10 SK 

11 SK 

12 SK 

13 SK 

14 SK 

番号 種類 器種 口径

15 須恵器 蓋 3.2 

15 須恵器 蓋 3.2 

15 須恵器 蓋 2.6 

15 須恵器 蓋

15 須恵器 蓋

15 須恵器 蓋

15 須恵器 蓋

15 土師器 士不 9.2 

15 土師器 士不 13.0 

15 土師器 士不 14.5 

15 土師器 士不

15 土師器 士不 12.2 

15 須恵器 士不 14.0 

15 須恵器 士不 13.7 

器品 底径 残存 胎土

事]¥み部完存天井
2.3 粗砂粒含む

部一部

2.3 
事]¥み部完存天井

白色粗砂粒を含む
部一部

事]¥み部4/5 天井
2.5 粗砂粒を含む

部一部

2.7 21.6 天井部1/5 粗砂粒を含む

0.2の際、雲母、
2.2 16.4 天井部1/5

粗砂粒を含む

1.3 10.2 天井部1/5 粗砂粒を含む

2.5 15.5 天井部1/13 粗砂粒を含む

3.8 5.8 1/3 
石英、雲母、粗砂

粒を含む

4.8 7.5 
口縁~体部2/3 雲母、粗砂粒を含

底部3/4 む

4.9 6.5 口縁~胴部1/3
雲母、粗砂粒を含

む

0.3の際、粗砂粒
2.8 7.0 胴~底部1/2

を含む

石英、雲母、粗砂
3.8 一口縁~底部一部

粒を含む

4.9 6.3 ほぼ完存 粗砂粒を含む

0.3の際、粗砂粒
3.4 7.7 ほぼ完存

を含む

表 32

焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

ボタン状の事]¥み部

良好 N5/灰 7.5Y5/1灰 から、張りのある 聴櫨による撫で 聴櫨による撫で

天井部に至る

良好 5Y7/1灰 5Y6/1灰
事]¥み部はボタン状

聴櫨による撫で 聴櫨による撫で
を呈する

ボタン状の事]¥み部

良好 N5/灰 7.5Y6/1灰 から張りのない天 聴櫨による撫で 聴櫨による撫で

井部に至る

良好 5Y5/1灰 5Y5/1灰 聴櫨による撫で 聴櫨による撫で

張りのある天井部

良好 7.5Y5/1灰 N5/灰 から短く直立する 聴櫨による撫で 聴櫨による撫で

裾部に至る

良好 N6/灰 N5/灰
天井部から短く直

聴櫨による撫で 聴櫨による撫で
立する裾部に至る

良好 5Y5/1灰 5Y5/1灰
屈曲して巾広の裾

聴櫨による撫で 聴櫨による撫で
部に至る

良好 7.5YR8/4浅黄燈
7.5YR7/4にぶい

撫で 撫で
燈

聴櫨成形平底か
(口縁~体部)聴櫨

良好
7.5YR7/4にぶい

5YR6/6燈 ら体部は内脅して
による撫で(底部)

箆磨き
燈

立ち上がる
回転糸切り後箆調

整

聴櫨成形小さめ
(口縁~体部)聴櫨

良好 5YR5/6明赤褐
2.5YR5/6明赤褐 の平底から内脅し

による撫で(底部)
聴櫨による撫で

~黒 て立ち上がり口縁
箆調整

箆磨き

に至る

聴櫨成形平底か
(体部)聴櫨による

良好 5YR6/6燈 5YR6/6燈 撫で(底部)回転糸 聴櫨による撫で
ら立ち上がる

切り後箆調整

丸底から体部は内

良好 5YR6/8燈 黒 脅して直立気味の (底部)箆削り 黒色処理

口縁に立ち上がる

聴櫨成形上げ底 (口縁~体部)聴櫨

良好 2.5Y7/1灰白 2.5Y6/2灰黄 から体部は外傾屈 による撫で(底部)聴櫨による撫で

曲して立ち上がる 回転糸切り

聴櫨成形丸底気
(口縁~体部)聴櫨

味の底音防込ら外傾
良好 2.5Y7/1灰白 5Y7/1灰白

屈曲して立ち上が
による撫で(底部)

る
箆調整

SK土器観察表 (5)



図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器品 底径 残存 胎土 焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

聴櫨成形小さめ
(口縁~体部)聴櫨

100 15 SK 15 須恵器 士不 14.3 3.7 5.9 
口縁部3/4~底部 0.3の際、粗砂粒

良好 5Y6/1灰 5Y6/1灰
の平底からわずか

による撫で(底部)聴櫨による撫で
完存 を含む に内脅して立ち上

回転糸切り
カまる

0.2の様、粗砂粒
聴櫨成形上げ底 (体部)聴櫨による

100 16 SK 15 須恵器 士不 2.8 7.0 底部完存 良好 2.5Y6/1黄灰 2.5Y6/1黄灰 気味の底音防ミら立 撫で(底部)回転糸 聴櫨による撫で
を含む

ち上がる 切り

聴櫨成形付け両 (口縁~底部)聴櫨

100 17 SK 15 須恵器 士不 16.0 7.0 10.5 
口縁~体部一部

粗砂粒を含む 良好
2.5Y5/1黄灰~ 5YR5/3にぶい赤 台の底音防ミら体部 による撫で(高台

聴櫨による撫で
底部1/2 7.5YR5/2灰褐 字国 は屈曲外傾して立 部)横位の撫で(底

ち上がる 部)回転糸切り

聴櫨成形付け高

100 18 SK 15 須恵器 士不 14.8 6.2 9.8 1/3 
白色砂粒、雲母、

良好 5YR4/1褐灰 5YR4/2灰褐
台の底音防ミら体部

聴櫨による撫で 聴櫨による撫で
粗砂粒を含む は屈曲して直立気

味に立ち上がる

聴櫨成形体部は
(口縁~体部)聴櫨

100 19 SK 15 須恵器 士不 15.3 4.7 一口縁~体部一部 粗砂粒を含む 良好 5Y6/1灰 2.5Y5/1黄灰 外傾して口縁に至
による撫で

聴櫨による撫で

る

白色砂粒、粗砂粒
聴櫨成形脚部に

100 20 SK 15 須恵器 高士干 6.7 9.7 脚部1/4 良好 N6/灰 N6/灰 三角形の透窓が3聴櫨による撫で 聴櫨による撫で
を含む

つ?ある

頚部は「くの字」

100 21 SK 15 土師器 窪 14.2 6.1 一口縁~胴部一部
石英、雲母、粗砂

良好
7.5YR5/4にぶい 7.5YR5/3にぶい 状に屈曲して外反

横位の撫で 撫で
粒を含む 褐 字国 する口縁に立ち上

カまる

0.4の際、粗砂粒 7.5YR6/4にぶい 7.5YR6/4にぶい
張りのない胴部か

100 22 SK 15 土師器 窪 10.8 6.0 一口縁~胴部一部 良好 ら短く聞く口縁に (胴部)箆削り 撫で
を含む 燈 燈

至る

100 23 SK 15 土師器 窪 10.2 4.0 一口縁部1/3
石英、雲母、粗砂

良好
7.5YR5/3にぶい

7.5YR5/2灰褐
頚部は「くの字」

粒を含む 褐 状に外反する

最大径を有する口

100 24 SK 15 須恵器 窪 20.6 9.0 一口縁~胴部一部 粗砂粒を含む 良好 2.5Y7/1灰白 2.5Y6/2灰黄 縁部は口縁帯をS 聴櫨による撫で 聴櫨による撫で

字状に作る

100 25 SK 15 須恵器 窪 6.3 6.0 一口縁~胴部一部 白色砂粒を含む 良好 7.5YR5/2灰褐 N4/灰 聴櫨成形

白色砂粒ほかの粗
口縁部は外反し端

100 26 SK 15 須恵器 窪 31.4 3.1 一口縁部一部 良好 5RP4/1暗紫灰 5RP4/1暗紫灰 部に段を有する口 撫で 撫で
砂粒を含む

縁帯を作る

E
-
-
C
E
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図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器品 底径 残存 胎土 焼U成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

口縁部は外反して

100 27 SK 15 須恵器 E量 5.5 一口縁部一部 白色粗砂粒を含む 良好 N3j暗灰 N5j灰 端部に段を附けた 撫で 撫で

口縁部を作る

。岡部)平行文工具

100 28 SK 15 須恵器 E量 7.0 16.2 胴~底部一部
0.2~0.4の機、粗

良好
N6j 灰~5GY4j3

5Y6j1灰 粘土帯積み上げ
による叩き(胴部

横位の撫で
砂粒を含む 暗オリーブ灰 下位)箆削り(底

部)箆調整

石英、雲母、粗砂
口縁部は穏やかに

100 29 SK 15 須恵器 E量 9.2 一口縁~胴部一部 良好 N3j暗灰 5Y6j1灰 外反して端部に口 撫で 撫で
粒を含む

縁帯を作る

口縁部は外反して
。岡部)平行文工具

100 30 SK 15 須恵器 E量 6.1 一口縁~胴部一部 粗砂粒を含む 良好 N6j灰 N4j灰 端部に口縁帯を作 撫で

る
による叩き

SK土器観察表(7)

図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器品 底径 残存 胎土 焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

底部1j2~体部一 石英、粗砂粒を含 10YR7j2にぶい
聴櫨成形平底よ

(底部)回転糸
101 l SO 01 土師器 杯 1.6 6.0 良好 黒 り僅かに内脅して 箆磨き 黒色処理

音日 む 黄褐~3j2黒褐
立ち上がる

切りの後箆調整

101 2 SO 01 土師器 蓬 2.2 8.5 底部完
石英、雲母、粗砂

良好
7.5YR3j4暗褐~

5YR7j6燈
粘土帯積み上げ

箆削り、撫で 箆削り
粒を含む 3j1黒褐 平底

表 34

E---E SD土器観察表

図 No 遺構 番号 種類 器種 口千圭 器局 底径 残存 胎土 焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

丸底より緩く立ち上 (口縁部)3条の櫛

23.3 口縁~頚部胴~
がり、歪みが大きい 歯状工具による波状

口縁一部
102 PO 口l 須恵器 霊童 58.0 

38.0 底部
粗砂粒、際を含む 良好 10Y4jl灰 10Y5jl灰 頚部は「くの字」状文を施す (胴部) 青海波状の叩き

に自然紬
に外反L、折り返L平行文工具による叩

口縁帯を有す き

粘土帯積み上げ。不

安定な丸底より歪み (口縁部)6条の櫛

28.3 口縁~頚部胴~
が大きい胴部に立ち 歯状工具による波状

103 PO 口2 須恵器 霊童 63.0 
58.0 底部

粗砂粒、際を含む 良好 2.5GY5jlオリ」ブ 5PB4jl暗青灰 上がる。頚部は「く 文を施す (胴部) 撫で

の字」状に外反L、平行文工具による叩

折り返L口縁帯を有き

す

104 PO 口4 縄文土器 深鉢 33.5 8.5 胴部~底部 粗砂粒を含む 良好
5YR6j6経~

7.5YR6j6怪
逆V字形沈線 LR

7.5YR6j4にぷい経 縄文を施す

104 2 PO 口5 縄文土器 深鉢 23.5 11胴部 雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR5j6明褐 10YR4jl褐灰~黒 LR縄文を施す 削り

表 36 PO土器観察表

表35



図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器品 底径 残存 胎土 焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

105 P 口7 縄文土器 深鉢 (4.1) ー胴部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 5YR5/6明赤褐 5YR5/4んぷい赤褐
刻みを入れた隆帯を

巡らす

105 21 P 29 土師器 鉢 16 5.8 口縁~体部一部 石英、粗砂粒を含む 良好
5YR6/4にぷい経~

7.5YR6/4にぷい経
内湾Lて立ち上がり

(口縁部)横位の撫で 磨き
4/6赤褐 直立する口縁に至る

105 31 P 29 縄文土器 深鉢 (7.9) ー把手部
石央、雲母、粗砂粒

良好
5YR5/6明赤褐~2/1

5YR3/l黒褐
把手部から胴部にl

縄文 箆撫で
を含む 黒褐 孔を穿つ

丸底から内湾Lて立

105 41 P 38 土師器 鉢 21.8 7.5 口縁~体部一部 粗砂粒を含む 良好 5YR6/6経 5YR6/6~登 ち上がり口縁部は外 刷毛調整 刷毛調整

反する

105 51 P 38 土師器 皿 8 2.8 3/4 
石英、雲母、粗砂粒

良好
10YR7/3にぷい黄 10YR7/4にぷい黄

手担ね 手担ね
を合む 経 f登

105 61 P 46 土師器 士干 2.6 口縁部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 5YR6/6経 黒
口縁部はS字状を呈

黒色処理
する

線嘘成形平底から (口縁~体部)線瞳に

105 71 P 57 須恵器 士干 13.6 4.5 7口縁~底部1/4 白色粗砂粒を含む 良好 N5/灰 N5/灰 体部は稜を有Lて外 よる撫で(底部)回転 線瞳による撫で

{頃Lて聞く 糸切りの後箆調整

105 81 P 62 縄文土器 深鉢 (5.5) ー口縁部一部
石英、雲母、粗砂粒

良好 5YR5/4にぷい赤褐 5YR5/4にぷい赤褐
沈線による文様縄

箆撫で
を合む 文

6口縁~体部1/5、底
線嘘成形上げ底か (口縁~体部)線瞳に

105 91 P 92 須恵器 士干 12.4 3.3 粗砂粒を含む 良好 7.5YR5/2灰褐 7.5YR5/l褐灰 ら体部内外面に稜を よる撫で(底部)回転 線瞳による撫で
部1/2

有Lて立ち上がる 糸切り

線嘘成形上げ底気
(口縁~体部)線瞳に

105 101 P 99 須恵器 士干 12.2 3.6 6.8 口縁~底部一部 細砂粒を含む 良好 10Y6/l灰 5Y6/1灰
味の底部から体部に

よる撫で(底部)回転 線瞳による撫で
稜を有Lて立ち上が

糸切り
る

105 11 P 131 須恵器 蓋 2 1.2 
弧み部完存、天井部

組砂粒を含む 良好 N5/灰 N5/灰
弧み部はボタン状を (弧み部)撫で(天井

線瞳による撫で
一部 呈する 部)線瞳による撫で

105 121 P 164 縄文土器 深鉢 (6.3) ー胴部一部
石英、雲母、粗砂粒

良好 7.5YR4/3褐 7.5YR7/3にぷい経 沈線による文様 箆撫で
を合む

E
-
-
N
E
 

P土器観察表表37



図 No 遺構 番号 種類 器種 口千圭 器品 底径 残存 胎土 焼U成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

扇平な擬宝珠状を
(弧み部天井部下位)

呈する弧み部から

106 G Dl口 須恵器 蓋 2.7 3.3 15.6 
弧み部完存、天井部 白色砂粒、粗砂粒を

良好 N5/灰 N5/灰 張りのある天井部
線曜による撫で(天

線曜による撫で
上位1/4、下位1/12合む

が広がり、短く屈
井部上位)線曜によ

曲する裾部に至る
る箆削り

外面に灰

106 2 G G9 須恵器 蓋 2.8 1.9 
弧み部完存、天井部

粗砂粒を含む 良好
5Y6/2灰オリーブ~

N5/灰 擬宝珠状の弧み部 線曜による撫で
オリーブ

上位1/5 N6/灰 の紬がか

かる

106 3 G 須恵器 蓋 3.2 1.4 」弧み部完存
白色ほかの粗砂粒を

良好 7.5Y5/1灰 7.5Y5/1灰
線譜成形ボタン

撫で 線曜による撫で
合む 状の弧み部

106 4 G 須恵器 蓋 2.9 1.5 」弧み部2/3
白色ほかの粗砂粒を

良好 7.5Y5/1灰~4/1灰 5Y4/1灰
線譜成形ボタン

線曜による撫で 線曜による撫で
合む 状の弧み部

線譜成形ボタン

106 5 G Tr-18 須恵器 蓋 3.5 1.8 
弧み部完存、天井部

粗砂粒を含む 良好 10Y6/1灰~4/1灰 10Y6/1灰~4/1灰
状の弧み部から張

線曜による撫で 線曜による撫で 火棒あり
一部 りのある天井部に

至る

弧み部完存、天井部 白色ほかの粗砂粒を 線譜成形擬宝珠
(弧み部)撫で

106 6 G 須恵器 蓋 2.8 2.1 
一部 合む

良好 2.5Y5/1黄灰 2.5Y5/1黄灰
形の弧み

(天井部上位)線瞳 線曜による撫で

による撫で

106 7 G Tr-ll 須恵器 蓋 2.7 1.3 」弧み部完存 粗砂粒を含む
酸化炎
7.5YR4/日褐 7.5YR4/4褐

線曜による撫で
線曜による撫で 線曜による撫で

焼成 ボタン状の弧み部

106 8 G Tr口9 須恵器 蓋 2.6 1.9 」弧み部完存
白色砂粒、粗砂粒を

良好 N5/灰 N5/灰
丸みがかった擬宝

(弧み部)撫で 線曜による撫で
合む 珠状の弧み部

106 9 G 須恵器 蓋 2.2 」天井部一部 粗砂粒を含む 良好 5Y4/1灰 5Y4/1灰 線譜成形
(天井部上位)線瞳

線曜による撫で
による撫で

線譜成形張りの

106 10 G Tr-l口 須恵器 蓋 2.2 14.2 天井部1/4
白色砂粒、粗砂粒を

良好 N6/ 灰~4/ 灰 N6/ 灰~4/ 灰
ある天井部から短

線曜による撫で 線曜による撫で
合む く直立する裾部に

至る

106 11 G Tr-18 須恵器 蓋 1.8 16.0 裾部1/5 粗砂粒を含む 良好
5Y6/1灰~3/1 オ 2.5Y5/1黄灰~4/1 線譜成形短く屈

線曜による撫で 線曜による撫で
リーブ黒 黄灰 曲する裾部

張りのある天井部
内面に灰

106 12 G G12 須恵器 蓋 3.5 15.6 天井部1/5
白色砂粒、粗砂粒を

良好 5Y5/1灰
5Y6/2灰オリーブ~

から内傾する裾部 線曜による撫で 線曜による撫で
オリーブ

合む 5Y6/1灰
に至る

の紬がか

かる

線譜成形張りの

106 13 G 須恵器 蓋 2.3 16.0 天井部一部 粗砂粒を含む 良好 7.5Y6/1灰 7.5Y6/1灰
ある天井部から短 (天井部上~下位)

線曜による撫で
く屈曲する裾部に 線曜による撫で

至る

E--ω' 

遺構外出土土器観察表I歴史時代 ](1)表38



図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器品 底径 残存 胎土 焼U成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

106 14 G Tr口l 土師器 皿 11.8 1.8 」口縁部一部 粗砂粒を含む 良好 7.5YR8/4浅黄櫨 7.5YR8/4浅黄櫨
線瞳成形浅い体

線曜による撫で 線曜による撫で
部

線瞳成形体部は
(口縁~体部)糠瞳

106 15 G 土師器 皿 13.1 3.2 6.6 口縁一部~底部完存 粗砂粒を含む 良好 7.5YR7/4にぷい経 黒 浅く大きく聞く
による撫で (底

磨き 黒色処理
部)回転糸切り後箆

付け高台
調整

106 16 G 
Tr 
灰紬陶器 皿 15.6 2.2 」口縁部一部 粗砂粒を含む 良好 10Y6/2オリ」ブ灰 10Y6/2オリ」ブ灰

線瞳成形口縁部
線瞳による撫で

口1，口3 は外反する

際、石英、粗砂粒を 5YR7/2明褐灰~5jl
線瞳成形平底か (口縁~体部)線曜に

106 17 G Tr口8 土師器 t平 13.6 3.7 5.6 口縁~底部一部
合む

良好 7.5YR7/3にぷい経
褐灰

ら内湾Lて立ち上 よる撫で(底部り回転 線曜による撫で

がる 糸切り

106 18 G Tr-8 土師器 t平 14.6 4.2 」口縁~体部一部 粗砂粒を含む 良好
10YR7/4にぷい黄

10YR7/4にぷい黄櫨 線瞳成形
(口縁~体部)線曜に 線曜による撫で箆

経 よる撫で 調整

口.3~口 5の様、雲 7.5YR5/4にぷい褐
線瞳成形平底か

(口縁~体部)線曜に 線曜による撫で刷
106 19 G Tr-19 土師器 t平 13.8 5.0 6.2 1/2 良好 7.5YR5/4にぷい褐 ら体部は内湾Lて

母、組砂粒を含む ~7.5Y2/1黒
立ち上がる

よる撫で 毛調整

口.2~口 3の様、雲
線瞳成形平底か (口縁~体部)糠瞳

106 20 G 土師器 t平 15.4 4.9 9.0 1/2 良好 7.5YR5/6明褐 7.5YR6/日経 ら体部は外傾Lて による撫で (底 線曜による撫で
母、組砂粒を含む

聞く 部)箆調整

7.5YR6/3にぷい褐
内脅する体部から

(口縁部)刷毛調整(体
106 21 G Tr-ll 土師器 t平 14.8 4 」口縁~体部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR6/4にぷい経

~4/1褐灰
口縁部は緩やかに 撫で

部)磨き
外反する

106 22 G 土師器 t平 14 2.3 」口縁一部 雲母、粗砂粒を含む 良好 2.5YR5/6明赤褐 2.5YR5/6明赤褐 外反する口縁 横位の磨き 横位の磨き

106 23 G Tr口8 土師器 t平 1.9 5.8 底部完存 雲母、粗砂粒を含む 良好
lOYR5/4にぷい黄 7.5YR6/日怪~

線瞳成形平底 (底部)回転糸切り 線曜による撫で
褐~2.5Y3/1黒褐 2.5Y3jl黒褐

106 24 G Tr-18 土師器 t平 2.3 6.2 底部完存
口.2~口 4の様、粗砂

良好 7.5YR5/4にぷい褐 7.5YR6/4にぷい経
線瞳成形平底か

(底部)回転糸切り 線曜による撫で
粒を含む ら立ち上がる

線瞳成形平底か

106 25 G Tr口2 土師器 t平 13.6 4.3 5.6 
口縁部一部、底部完

粗砂粒を含む 良好
5YR7/3にぷい経~

黒
ら内湾Lて立ち上

線曜による撫で
線曜による撫で黒

存 7/6経 がり、浅い稜を有 色処理

Lて立ち上がる

口縁~体部1/5、底 5YR4/4にぷい赤褐
線瞳成形平底か (口縁~体部)線曜に

線曜による撫で黒
106 26 G Tr口l 土師器 t平 14.8 4.4 7.6 

部1/4
粗砂粒を含む 良好

~2.5Y2/1黒
黒 ら体部は外傾Lて よる撫で(底部り回転

色処理
聞く 糸切り

際、雲母、石英、粗
線瞳成形平底よ

(口縁~体部)糠瞳 線曜による撫で黒
106 27 G 土師器 t平 12.8 3.8 5.9 口縁2/3

砂粒を含む
良好 5YR6/6経 黒 り内湾Lて立ち上

による撫で 色処理
がる

E
-
-
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遺構外出土土器観察表I歴史時代 ](2)表39



図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器品 底径 残存 胎土 焼U成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

線瞳成形平底か
(口縁~体部)糠瞳

107 28 G 土師器 t平 12.8 4.0 5.0 体部1/2、底部完存
雲母、白色砂粒、粗

良好 7.5YR6/日経 黒 ら体部は外傾Lて
による撫で箆調整 線曜による撫で黒

砂粒を含む (底部)回転糸切り 色処理
聞き口縁に至る

後箆調整

線瞳成形平底か (口縁~体部)糠瞳
線曜による撫で

107 29 G 土師器 t平 13.5 4.0 5.6 1/4 粗砂粒を含む 良好 7.5Y6/4にぷい経 黒 ら体部は外傾Lて による撫で (底

聞き口縁に至る 部)回転糸切り
黒色処理

石英、雲母、粗砂粒
線瞳成形平底か

(体部)糠曜による撫 器内面が
107 30 G E 11 土師器 t平 3.5 7.2 体部一部、底部1/2

を合む
良好 5YR7/6経 N3/暗灰 ら体部は内湾Lて

で(底部)回転糸切り
黒色処理

荒れる
立ち上がる

線瞳成形平底か
(体部)糠曜による撫 線曜による撫で磨

107 31 G Tr-18 土師器 t平 1.8 5.8 体部一部、底部完存 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR7/4にぷい経 黒 ら内湾Lて立ち上
で(底部)回転糸切り き 黒色処理

がる

線瞳成形上げ底 (口縁~体部)線曜に

107 32 G Tr-ll 須恵器 t平 13.4 4.0 7.0 口縁~底部1/3 際、組砂粒を含む 良好 10Y7jl灰白 7.5Y6jl灰 気味の底部から内 よる撫で(底部り回転 線曜による撫で

湾Lて立ち上がる 糸切り

線瞳成形上げ底
(口縁~体部)糠瞳

107 33 G 須恵器 t平 14.0 3.8 6.6 口縁1/4~底部1/2
様、石英、粗砂粒を

良好 5Y6jl灰~5/1灰 5Y6jl灰
気味の底部から外

による撫で (底 線曜による撫で
合む 面に浅い稜を有L

部)回転糸切り
て立ち上がる

線瞳成形平底か
(口縁~体部)糠瞳

107 34 G 須恵器 t平 14.0 4.2 7.8 口縁~底部一部 粗砂粒を含む 良好 7.5Y5jl灰~4jl灰 7.5Y5jl灰~4jl灰 ら体部は稜を有L
による撫で (底 線曜による撫で

部)回転箆切りの後 箆削り 火棒
外傾Lて聞く

刷毛調整

線瞳成形平底か
(口縁~体部)糠瞳

107 35 G 須恵器 t平 13.6 4.1 5.9 口縁~底部一部 粗砂粒を含む
酸化炎 7.5YR6/3にぷい褐 7.5YR6/3にぷい褐 ら内外面に浅い稜

による撫で (底 線曜による撫で
焼成 ~5/1褐灰 ~5/1褐灰 を有Lて立ち上が

部)回転糸切り
る

口.2の様、石英、雲
線瞳成形体部は

107 36 G G13 須恵器 t平 14.4 4.0 」口縁~底部一部
母、組砂粒を含む

良好 5Y6jl灰 5Y6jl灰 直立気味に立ち上 線曜による撫で 線曜による撫で

がり口縁に至る

酸化気 10YR4jl褐灰~3/3
線瞳成形上げ底

(体部)糠曜による撫
107 37 G Tr口7 須恵器 t平 3.2 7.2 体部一部、底部3/4粗砂粒を含む 10YR3/3暗褐 気味の底部から内 線曜による撫で

味 暗褐
湾Lて立ち上がる

で(底部)回転糸切り

口.2~口 3の際、粗砂 線瞳成形付け高
(高台部)横位の撫で

107 38 G F 1口 須恵器 t平 1.9 9.0 底部1/2 良好 5Y5jl灰 5Y5jl灰 (底部)回転糸切りの 線曜による撫で
粒を含む #J 

後箆調整

線瞳成形付け高
(体部)糠瞳による

107 39 G 須恵器 t平 1.1 9.4 底部1/2 粗砂粒を含む 良好 10Y6jl灰~5/1灰 10Y6jl灰~5/1灰 撫で (底部)回 線曜による撫で
#J 

転箆切の後刷毛調整

E
-
-
U
E
 

遺構外出土土器観察表I歴史時代 ](3)表40



図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器局 底径 残存 胎土 焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

107 40 G 須恵器 杯 1.6 12.8 底部一部 際、粗砂粒を含む
酸化炎
7.5YR3/2灰褐 7.5YR3/2灰褐

線瞳成形付け高
線曜による撫で 線曜による撫で

焼成 i仁'1

(体部下位)糠曜によ

107 41 G E 16 須恵器 杯 1.7 6.8 体部下位~底部1/2
白色砂粒、粗砂粒を

良好 N4/灰 N5/灰
線嘘成形付け高 る撫で(高台部り横位

線曜による撫で
合む i仁'1 の撫で(底部)回転糸

切りの後箆調整

107 42 G Tr-13 須恵器 杯 1.4 6.8 底部1/3
白色砂粒、粗砂粒を 酸化炎 2.5YR5/4にぷい赤

2.5YR4/1赤灰
線瞳成形付け高

線曜による撫で
合む 焼成 褐 i仁'1

107 43 G Tr口7 灰紬陶器 杯 2.0 6.0 体部下位、底部1/4粗砂粒を含む 良好 10Y7jl灰白 10Y7/1灰白 線嘘成形平底
(体部)糠曜による撫

箆調整
で(底部)回転糸切り

体部一部、底部ほぼ石英、雲母、粗砂粒 7.5YR7/3にぷい経 線瞳成形付け高
(体部)糠瞳による撫

107 44 G Tr口7 土師器 碗 2.1 6.2 良好 黒 で(底部)回転糸切り 磨き 黒色処理
完存 を合む ~6/3にぷい褐 i仁'1

の後撫で

107 45 G F 1口 土師器 碗 2.0 6.4 底部1/2 粗砂粒を含む 良好 5YR7/6~登 黒 付け高台 黒色処理

107 46 G 土師器 高杯 4.9 10.0 接合部~裾部一部 粗砂粒を含む 良好 5 Y R6/6経 5 Y R6/6経杯部黒
脚部はうッハ。状に開

箆削り 箆切りの後刷毛調整

107 47 G 土師器 高杯 3.8 」接合部~脚部一部
口 2~口 3の際、白色

良好 5YR6/6~登 杯部黒 箆削り
砂粒、粗砂粒を含む

粘土帯積み上げ

107 48 G Tr口8 土師器 霊童 27.1 8.2 」口縁部一部 粗砂粒を含む 良好 7.5YR5/4にぷい褐
7.5YR5/4にぷい褐 張りのない胴部か (口縁~胴部上位)横

明岡部)横位の撫で
~10YR4/2灰黄褐 ら外反Lて口縁に 位の撫で

至る

7.5YR5/4にぷい褐
粘土帯積み上げ (口縁部)横位の撫で

(口縁部)横位の撫で
107 49 G Tr-18 土師器 霊童 16.5 7.3 」口縁~胴部一部 粗砂粒を含む 良好 7.5YR4/6褐

~lOYR3/2黒褐
頚部は「くの字」 明岡部)横位の撫で

(胴部)箆磨き
状に外反する 箆調整?

107 50 G Tr口l 土師器 霊童 25.3 5.3 」口縁部1/2 粗砂粒を含む 良好 2.5Y5/6明赤褐 5YR5/6明赤褐
外反する口縁に至

(口縁部)横位の撫で 横位の撫で
る

107 51 G Tr-18 土師器 霊童 11.6 4.6 」口縁~体部1/4 粗砂粒を含む 良好 2.5Y5/6明赤褐 2.5Y5/6明赤褐
(口縁~体部)横位の (口縁部)横位の撫で

撫で (体部)刷毛調整?

107 52 G E 11 土師器 霊童 14 6.3 」口縁~胴部上位 粗砂粒を含む 良好 5YR6/4にぷい経
5YR6/4にぷい経~ 口縁は緩く外反す

横位の撫で 撫で
4/2灰褐 る

107 53 G Tr口4 土師器 霊童 4.8 5.7 胴部下位、底部完存
石英、雲母、粗砂粒

良好
7.5YR5/6明褐~4/3

10YR7/4にぷい黄褐 平底 撫で 撫で
を合む 褐

様、石英、雲母、組 7.5YR5/3にぷい褐
小さめの平底、内

107 54 G 土師器 霊童 1.8 5.1 底部完存 良好 5YR4/6赤褐 面は底中央が厚く 箆削り、刷毛調整 横位の刷毛撫で
砂粒を含む ~3/1黒褐

なる

107 55 G Tr-14 須恵器 霊童 18.4 6.2 」口縁部一部 際、粗砂粒を含む 良好 7.5Y5jl灰
10YR5/2灰黄褐~

口縁帯を巡らす 明岡部)刷毛調整
3/1黒褐

E--∞
E
 

遺構外出土土器観察表I歴史時代 ](4)表41



図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器局 底径 残存 胎土 焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

線嘘成形頚部は

107 56 G j 12 須恵器 霊童 15.6 5 」口縁~胴部上位 粗砂粒を含む 良好 N4j灰~5j灰 N5j灰
外{頃L、口縁部は

線曜による撫で 線曜による撫で
緩い段を有L僅か

に内脅する

(口縁部り横位の撫で

108 57 G Tr-18 須恵器 霊童 6.2 」口縁~胴部一部 粗砂粒を含む 良好 10YR5jl褐灰 10Y5jl灰 口縁帯を巡らす ぽ岡部)平行文工具に 横位の撫で

よる叩き

頚部は外{頃Lて開
(口縁部)横位の撫

108 58 G E 11 須恵器 霊童 11.5 」口縁~胴部上位 粗砂粒を含む 良好 10Y4jl灰 N6j灰 き、端部に口縁帯 横位の撫で

を作る
で ぽ岡部)叩き目

線瞳成形外反す

108 59 G 須恵器 霊童 5.7 」口縁一部 際、粗砂粒を含む 良好 5Y5jl灰~4jl灰 N4j灰~3j暗灰
る頚部から、口縁

線曜による撫で 線曜による撫で
部は短く直立L帯

状をなす

108 60 G 須恵器 霊童 3.4 9.8 底部lj4
白色ほかの組砂粒を 酸化炎 10YR6j2灰黄褐~

7.5YR5j2灰褐
ぽ岡部)横位の撫で

撫で
合む 焼成 2.5Y6j2灰黄 (底部)箆調整

108 61 G 灰紬陶器 壷 1.8 」口縁一部 粗砂粒を含む 良好 10Y7j2灰白 10Y7j2灰白
線嘘成形折り返

線曜による撫で
線曜による撫で内

L口縁帯をつける 外面に紬薬がかかる

7.5Y7jl灰白~7j2 7.5Y7jl灰白~7j2
線瞳成形付け高

外内面に
108 62 G Tr-ll 灰紬陶器 壷 1.5 8.2 底部一部 精良 良好 台の内側に面取り 線曜による撫で

灰白 灰白
を施す

一部施紬

108 63 G Tr口5 土師器 耳皿 10.3 2.3 6.0 口縁lj4、底部完存 雲母、細砂粒を含む 良好 黒 黒
耳皿口縁部の2ヶ

黒色処理 黒色処理
所を内側に折る

108 64 G Tr-ll 須恵器 硯 12.8 1.9 ー一部 微砂粒を僅かに含む 良好 N6j灰 N5j灰 円面硯? 線曜による撫で 線曜による撫で

E--吋
E

遺構外出土土器観察表I歴史時代 ](5)表42



図 No 遺構 番号 種類 器種 口千圭 器品 底径 残存 胎土 焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

109 11 G Z 縄文土器 深鉢 5.7 」口縁部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR4jl褐灰 7.5YR6j6怪 口縁部に孔を穿つ 箆削り 箆撫で

109 21 G Z 縄文土器 深鉢 7.9 」口縁部一部 粗砂粒を含む 良好
10YR6j3にぷい黄 10YR6j3にぷい黄

口縁部は内脅する
沈線による文様

箆撫で
経 経 縄文

磨消縄文を施Lた

109 31 G Z 縄文土器 深鉢 5.0 」胴部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR7j2明褐灰 7.5YR5j4にぷい褐 後、沈線の区画を

施す

109 41 G Z 縄文土器 深鉢 5.5 」口縁部一部 粗砂粒を含む 良好 7.5YR6j4にぷい経 7.5YR6j4にぷい経 口縁部は内脅する
沈線を巡らす縄

箆撫で
文

109 51 G Z 縄文土器 深鉢 4.5 」口縁部一部
石英、粗砂粒、際を

良好
7.5YR5j4にぷい褐

7.5YR5j4にぷい褐
連続Lて押圧Lた

合む ~4j4褐 隆帯を巡らす

109 61 G Z 縄文土器 深鉢 4.8 」口縁部一部 雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR3j3暗褐 7.5YR5j4にぷい褐
沈線による文様

箆撫で
刷毛目

109 71 G Z 縄文土器 深鉢 3.6 」胴部一部 粗砂粒を含む 良好 7.5YR4j4褐 7.YR5j4にぷい褐 縄文 撫で

109 81 G Z 縄文土器 深鉢 9.0 」胴部一部 粗砂粒を含む 良好 7.5YR4j3褐 7.5YR4j4褐
沈線による文様

箆削り
縄文

109 91 G Z 縄文土器 深鉢 3.5 」口縁部一部 粗砂粒を含む 良好 5YR4j6赤褐 5YR5j6明赤褐
沈線による文様

撫で
(口唇部)押圧

109 101 G Z 縄文土器 深鉢 4.4 」胴部一部 粗砂粒を含む 良好 7.5YR5j4にぷい褐 7.5YR5j6明褐 沈線による文様

磨消縄文を施Lた

109 111 G Z 縄文土器 深鉢 3.5 」胴部一部 粗砂粒を含む 良好 5YR3j2暗赤褐 7.5YR5j6明褐 後、沈線の区画を

施す

109 121 G Z 縄文土器 深鉢 4.6 」胴部一部 粗砂粒を含む 良好 5YR5j4にぷい赤褐 5YR5j4にぷい赤褐 箆撫で

109 131 G Z 縄文土器 深鉢 3.1 」口縁部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR5j4にぷい褐 7.5YR5j4にぷい褐 沈線による文様

109 141 G Z 縄文土器 深鉢 7.9 」胴部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR6j4にぷい経 7.5YR6j4にぷい経 沈線による文様 箆撫で

109 151 G Z 縄文土器 深鉢 2.2 」胴部一部 粗砂粒を含む 良好 10YR4j2灰黄褐 10YR4j2灰黄褐 沈線による文様 磨き

110 161 G Z 縄文土器 深鉢 』 4.0 』胴部一部 雲母、組砂粒を含む 良好
7.5YR4j3褐~3j3暗

7.5YR5j4にぷい褐 沈線による文様 丁寧な撫で
褐

11口 171 G Z 縄文土器 深鉢 3.9 」胴部一部 石英、粗砂粒含む 良好 7.5YR6j4にぷい経 7.5YR7j4にぷい経 沈線による文様 箆撫で

雲母、粗砂粒、擦を 平底より闘車的に
ぽ岡部下位)箆撫

11口 181 G Z 縄文土器 深鉢 2.8 8.7 底部完~胴部下位
合む

良好 7.5YR5j4にぷい褐 7.5YR3j2黒褐
立ち上がる

ザ(: (底部)箆削 箆削り撫で

り

11口 191 G Z 縄文土器 深鉢 4.8 」胴部一部 雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR6j4にぷい経 7.5YR6j4にぷい経 沈線による文様 箆撫で

11口 201 G Z 縄文土器 深鉢 7.5 」突起部 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR6j4にぷい経 7.5YR6j4にぷい経 箆撫で 箆削り 箆撫で

11口 211 G Z 縄文土器 深鉢 6.0 」胴部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 5YR5j6明赤褐 7.5YR6j4にぷい経
櫛歯状工具による

箆撫で
条線文

11口 221 G Z 縄文土器 深鉢 4.5 」胴部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR6j4にぷい経 7.5YR6j4にぷい経 櫛描き斜状文 箆削り

11口 241 G Z 縄文土器 深鉢 3.9 」胴部一部
石英、雲母、組砂粒

良好 7.5YR6j6経 7.5YR6j4にぷい経 沈線による文様 箆撫で
を合む

11口 231 G Z 縄文土器 深鉢 13.7 」胴部一部 粗砂粒、際を含む 良好 5YR5j6明赤褐 5YR2jl黒褐
縄文細い隆帯に

よる文様

E--∞
E
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図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器高 底径 残存 胎土 焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

11口 251 G Z 縄文土器 深鉢 5.3 ー胴部一部 粗砂粒を含む 良好 7.5YR6j4にぶい樫 7.5YR6j4にぶい樫 把手付深鉢 箆削り

11口 261 G Z 縄文土器 深鉢 6.4 ー口縁部一部
雲母、粗砂粒、際を

良好 5YR5j6明赤褐 7.5YR6j4にぶい樫 刺突刺突文
合む

11口 271 G Kll 縄文土器 深鉢 4.0 ー突起部 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR6j6~登 7.5YR5j3tこぶしミ褐 箆撫で

11口 281 G Z 縄文土器 深鉢 6.7 ー胴部一部
石英、雲母、粗砂粒

良好 5YR4j6赤褐 5YR2/l黒褐 縄文 撫で
を合む

11口 291 G Z 縄文土器 深鉢 5.4 ー胴部一部 雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR5j4にぶい褐 7.5YR5j引こぶしミ褐
制患による文様

箆撫で
縄文

11口 301 G Z 縄文土器 深鉢 9.0 ー胴部一部 石央、粗砂粒を含む 良好 7.5YR5j3にぶい褐 7.5YR6j4にぶい樫 段を有する 糊患による文様 撫で

口縁部上位に沈線

11口 311 G Z 縄文土器 深鉢 7.3 ー口縁部一部 粗砂粒、際を含む 良好 7.5YR6j4にぶい樫 7.5YR4j2灰褐 を巡らL、その下 箆削り撫で
に縄文を施す

11口 321 G Z 縄文土器 深鉢 6.5 ー口縁部一部
石英、雲母、粗砂粒

良好
7.5YR4j6褐~3j2黒

7.5YR5j引こぶしミ褐
口縁部に突起を有

制患による文様
を合む 褐 す

11口 331 G Z 縄文土器 深鉢 5.2 ー胴部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR5j4にぶい褐 7.5YR6j4にぶい樫
糊患による文様

縄文

11口 341 G Z 縄文土器 深鉢 4.0 ー胴部一部 粗砂粒を含む 良好 7.5YR7j6~登 7.5YR3/l黒褐 制患による文様 箆削り

11口 351 G Z 縄文土器 深鉢 4.2 ー胴部一部
石英、雲母、粗砂

良好 7.5YR6j6~登 7.5YR4/l褐灰 糊患による文様 横位の撫で
粒、際を含む

11口 361 G Z 縄文土器 深鉢 3.6 ー突起部 雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR7j4にぶい樫 7.5YR7j4にぶい樫

11口 371 G Z 縄文土器 深鉢 5.4 ー胴部一部 粗砂粒を含む 良好
7.5YR7j4にぶい樫

7.5YR6j4にぶい樫
制患による文様

箆撫で
~4jl褐灰 縄文

11口 381 G E 11 縄文土器 深鉢 3.1 ー口縁部一部
石英、雲母、粗砂粒

良好 5YR6j4にぶい樫 5YR6j4にぶい樫
制患による文様

箆撫で
を合む 縄文

口唇部は内折する
沈線、連続Lた刻

11口 391 G Z 縄文土器 深鉢 2.7 ー口縁部一部 粗砂粒を含む 良好 7.5YR4j4褐 7.5YR4j4褐 口唇部の内側に面 磨き

取りを施す
み目を巡らす

11口 401 G Z 縄文土器 深鉢 3.7 ー胴部一部 粗砂粒を含む 良好 5YR5j6明赤褐 5YR5j6明赤褐
糊患による文様

撫で
刺突文

111 411 G F 14 縄文土器 深鉢 3.2 ー口縁部一部
石英、白色粗砂粒を

良好 7.5YR5j3にぶい褐 7.5YR5j3tこぶしミ褐 糊患による文様 箆撫で
合む

111 421 G Gll 縄文土器 深鉢 6.1 ー胴部上位一部
石英、雲母、粗砂粒

良好 7.5YR4j3褐 7.5YR6j引こぶしゐ褐 制患による文様 刺突文箆撫で
を合む

111 431 G Z 縄文土器 深鉢 4.7 ー波頂部
石央、雲母、粗砂粒

良好 7.5YR6j3にぶい褐 7.5YR6j4にぶい樫 説潜による文様
を合む

111 451 G G18 縄文土器 深鉢 8.7 ー口縁部一部 石英、粗砂粒を含む 良好
7.5YR5j4にぶい褐

7.5YR5j引こぶしミ褐 隆帯 箆撫で
~4j2灰褐

111 441 G Z 縄文土器 深鉢 2.6 ー口縁部一部 雲母、粗砂粒を含む 良好 5YR5j8明赤褐
5YR6j4にぶい樫~ 口縁部は内側に肥

糊患による文様
5j8明赤褐 厚する
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図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器品 底径 残存 胎土 焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

縄文を施文Lた後

111 461 G Z 縄文土器 深鉢 3.5 」胴部一部 石英、組砂粒を含む 良好 7.5YR6j4にぷい経 7.5YR6j4にぷい経 沈線による文様を 撫で

施す

111 471 G 108 縄文土器 深鉢 10.8 」胴部一部 石英、組砂粒を含む 良好 5YR6j4にぷい経 7.5YR4j3褐
押圧Lた隆帯を巡

らす

111 481 G 116 縄文土器 深鉢 9.3 」胴部一部 粗砂粒、際を含む 良好
7.5YR6j4にぷい経 7.5YR5j2灰褐~3jl

隆帯 縄文 箆撫で
~6j6経 黒褐

111 491 G J 13 縄文土器 深鉢 3.7 8.2 底部~胴部下位 粗砂粒、際を含む 良好 7.5YR6j6経 7.5YR7j3にぷい経
平底より聞いて立

(底部)網代痕
ち上がる

111 501 G Z 縄文土器 深鉢 2.8 」口縁部一部 石英、組砂粒を含む 良好 7.5YR6j3にぷい褐 7.5YR6j3にぷい褐 沈線による文様 削り

111 511 G J16 縄文土器 深鉢 10.0 」胴部一部
石英、雲母、粗砂粒

良好
5YR5j6明赤褐~3j4

5YR3j4暗赤褐 隆帯縄文 箆撫で
を合む 暗赤褐

111 521 G Z 縄文土器 深鉢 2.4 」胴部一部 石英、組砂粒を含む 良好 7.5YR6j3にぷい褐 7.5YR6j3にぷい褐 沈線による文様 撫で

111 531 G J16 縄文土器 深鉢 7.1 」胴部一部
石英、雲母、粗砂粒

良好 7.5YR3j4暗褐 7.5YR4j6褐 隆帯縄文 箆撫で
を合む

111 541 G Z 縄文土器 深鉢 4.5 」胴部一部
石英、雲母、粗砂粒

良好 7.5YR5j4にぷい褐 7.5YR4j2灰褐 沈線による文様 撫で
を合む

111 551 G J16 縄文土器 深鉢 8.2 」胴部一部 石英、組砂粒を含む 良好 7.5YR4j3褐 7.5YR4j3褐
沈線による文様

箆削り 箆撫で
縄文

111 561 G Z 縄文土器 深鉢 5.5 」胴部一部
石英、雲母、粗砂粒

良好 7.5YR3j2黒褐 7.5YR3j2黒褐
沈線で区画された

撫で
を合む 中に縄文を施す

111 571 G Z 縄文土器 深鉢 5.4 」胴部一部 石英、組砂粒を含む 良好
10YR6j4にぷい黄 10YR7j4にぷい黄

沈線による文様 箆削り
栓 栓

111 581 G Z 縄文土器 深鉢 3.8 」胴部一部 雲母、組砂粒を含む 良好 7.5YR6j6経 7.5YR6j6経 沈線による文様 撫で

石英、雲母、粗砂粒
口縁にl条の隆帯、

111 591 G Tr口4 縄文土器 深鉢 10.6 」口縁部一部 良好 7.5YR6j6経 7.5YR7j3にぷい経 その下に縄文を施 撫で
を合む

す

111 601 G Tr口7 縄文土器 深鉢 2.0 6.8 底部lj3
石英、雲母、粗砂粒

良好 10YR6j2灰黄褐 10YR5j2灰黄褐
平底より直立Lて ぽ岡部)横位の撫

箆撫で
を合む 立ち上がる で(底部)網代痕

刻みを入れた細い

111 611 G Z 縄文土器 深鉢 10.3 」突起部 石英、組砂粒を含む 良好 7.5YR7j4にぷい経 7.5YR6j4経
隆帯 '8J字状貼

箆削り
付文沈線による

文様縄文

111 621 G Z 縄文土器 深鉢 13.7 」把手部 石英、組砂粒を含む 良好
5YR4j6赤褐~3j3暗 5YR4j6赤褐~3j3暗 沈線による文様

箆削り 箆撫で
赤褐 赤褐 縄文

112 631 G Z 縄文土器 深鉢 1.5 8.9 底部一部 雲母、組砂粒を含む 良好
7.5YR5j4にぷい褐

7.5YR5j3にぷい褐
平底より闘車的に

(底部)網代痕 撫で
~3j3暗褐 立ち上がる

7.5YR6j4にぷい経
沈線による文様

112 641 G Z 縄文土器 深鉢 3.2 」胴部一部 雲母、組砂粒を含む 良好 7.5YR6j6経
~4j2灰褐

隆帯 '8J字状貼 撫で

付文
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図 No 遺構 番号 種類 器種 口径 器品 底径 残存 胎土 焼成 外面色調 内面色調 成形・形態 外面調整 内面調整 備考

石英、雲母、粗砂粒
口唇部は内折する

112 651 G Z 縄文土器 浅鉢 2.4 ー口縁部一部 良好 5YR3j2暗赤褐 5YR5j4にぶい赤褐 口唇部の内側に面
を合む

取りを施す

口縁部にl条の刻み

を入れた隆帯、そ

112 661 G Z 縄文土器 浅鉢 2.1 ー口縁部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 10YR4j2灰黄褐 10YR3j3暗褐 の下に沈線を巡ら 撫で

す r8J字状貼付

文

口縁にl条の細い刻

112 671 G Z 縄文土器 浅鉢 2.3 ー口縁部一部
石英、雲母、粗砂粒

良好 10YR4j2灰黄褐
10YR4j4褐~2j3黒 口縁部は内側に肥 みを入れた隆帯、

磨き
を合む 褐 厚する その下に沈線を巡

らす

底部lj3~胴部下位 平底より緩やかに
(底部)網代痕

112 681 G Z 縄文土器 深鉢 4.0 4.8 
一部

雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR6j3にぶい褐 7.5YR6j3tこぶしゐ褐
立ち上がる

ぽ同部)樹立の撫 箆削り

で

刻みを入れた隆帯

112 691 G Tr口6 縄文土器 浅鉢 2.9 ー胴部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR7j3にぶい樫 10YR4jl褐灰 と沈線を巡らす 磨き

r8J字状貼付文

7.5YR6j3にぶい褐
口縁に刻みを入れ

112 701 G Ll口 縄文土器 浅鉢 3.4 ー口縁部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR3/l黒褐 た隆帯と沈線を巡 磨き
~4jl褐

らす

7.5YR6j4にぶい樫
口唇部は内側に肥 口縁部に刻みを入

112 711 G 九115 縄文土器 浅鉢 2.3 ー口縁部一部 雲母、粗砂粒を含む 良好
~4j3褐

7.5YR6j4にぶい樫 厚する 口唇部内 れた隆帯と沈線を 横位の撫で

側に面取りを施す 巡らす

112 721 G Z 縄文土器 不明 4.5 ー胴部一部 石英、粗砂粒を含む 良好
10YR5j4にぶしゐ黄 10YR6j4にぶい黄 制患による文様

撫で
褐 f登 縄文

112 731 G Z 縄文土器 深鉢 7.2 ー胴部一部
石央、雲母、粗砂粒

良好 7.5YR6j4にぶい樫 5YR6j日経 制患による文様 箆撫で
を合む

112 741 G Z 縄文土器 不明 5.8 ー頚部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR7j6~登 7.5YR7j6樫
頚部は「く」の字

糊患による文様 箆撫で箆削り
状を呈する

112 751 G Z 縄文土器 深鉢 4.4 ー口縁部一部 雲母、粗砂粒を含む 良好 7.5YR4j3褐 7.5YR4j3褐
口縁部内側に小さ

箆撫で 箆撫で
く肥厚する

112 761 G Z 縄文土器 深鉢 4.0 ー胴部一部 粗砂粒を含む 良好 7.5YR6j4にぶい樫 7.5YR4j2灰褐
刺突文をいれた隆

箆撫で
帯

112 771 G Z 縄文土器 深鉢 4.4 ー胴部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 5YR6j4にぶい樫 5YR6j4にぶい樫
制謀、隆帯による

文様

112 781 G Z 縄文土器 深鉢 9.3 ー胴部一部 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR6j4にぶい樫 7.5YR6j4にぶい樫
説:線による区画の

箆撫で
なかに縄文を施す

112 791 G Z 縄文土器
注目土

υ「 υ「 ー注目部 石英、粗砂粒を含む 良好 7.5YR6j4にぶい樫 7.5YR6j4にぶい樫 箆削刷毛調整 箆削り
器
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図 No 遺構 番号 種類 名称 長さ 幅 厚さ 重量 備考

113 SD 01 金属製品 刀子 12.0 l.9 l.0 27.0 

113 2 SB 11 金属製品 刀子 15.8 l.6 0.9 24.6 

113 3 Tr 07 金属製品 刀子 4.9 l.5 0.8 8.4 

113 4 Tr 07 金属製品 刀子 4.5 l.3 l.0 6.3 

113 5 Tr 07 金属製品 刀子 3.3 l.0 l.0 7.3 

113 6 D 10 金属製品 苧引金 6.5 2.2 l.8 24.7 問状鉄製品

113 7 SB 08 金属製品 刀 1l.3 4.9 0.6 45.6 

113 8 SB 06 金属製品 蓋? 6.0 5.1 2.4 43.7 

113 9 SB 04 金属製品 鉄j宰 9.2 8.2 2.9 248.0 

113 10 K 13 金属製品 鉄製品 2.6 l.7 0.8 4.3 

114 11 Z 金属製品 鉄j宰 13.0 8.6 5.7 32l.0 

114 12 SD 01 金属製品 耳環 2.2 2.4 0.8 8.9 

115 SB 03 石製品 打製石斧 1l.4 4.8 l.5 77.7 頁岩

115 2 Tr 02 石製品 3.9 3.4 l.4 17.3 黒曜石

115 3 Tr 03 石製品 磨製石斧 5.4 4.9 2.1 66.1 

115 4 Tr 11 石製品 磨製石斧 5.0 4.4 l.7 37.8 

115 5 Z 石製品 不明 9.4 4.1 l.7 44.2 珪化木

115 6 Z 石製品 砥石 15.4 7.5 7.4 767.0 火成岩or砂岩

116 SB 05 土製品 羽口 6.8 外径5.5 内径l.6 76.6 
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SB-Ol(南)

SB-Ol竃(南)

SB-Ol遺物出土状

況(南)
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SB-02(南)

SB-03(南)

SB-03竃(南)
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SB-04(南)

SB-04竃(南)

SB-05(南)
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SB-05地床炉(南)

SB・06(西)

SB-06竃(西)
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SB・07(西)

SB-07竃(西)

SB・08(西)
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SB-08竃(西)

SB・09(西)

SB-09竃(西)
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SB・lO(北西)

SB-IO竃及び遺物

出土状況(北西)

SB-IO竃及び遺物

出土状況(真上・写

真上が南東)
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SB・ll(南西)

SB-ll竃(南西)

SB-12(南東)
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SB-12竃(南東)

SB-13(南東)

SB-13竃(南東)



写
真
図
版

10 

SB-13竃天井石検

出状況(南東)

ST-Ol(東)

ST-02(南)
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SD・Ol(西)

SK・02(西)

SK-05(南)
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SK・07礁出土(東)

SK-07(東)

SK-IO(東)
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SK・lO(西)

SK-IO井戸枠出土

状況(北西)

SK-IO井戸枠出土

状況(南東)
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SX-Ol・02(北)

SX-Ol(南)

SX-02(東)
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Po-Ol検出状況

(西)

Po-Ol内部陳検出

状況(真上・写真上

が南)

PO・Ol(南)
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PO・02検出状況(南)

PO・02半裁(南)

SB・10出土土器

集合写真
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SB-Ol・09
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SB-Ol・06

SB-Ol・07

SB-Ol・10

SB-Ol・11
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SB-01・17

SB-01・19

SB-01・18 SB-01・22

SB-Ol-20 SB-01・23
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SB-02・02 SB-02・08

SB-02・05 SB-02・10

SB-02・06 SB-02・12

SB-02・07 SB-03・03
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SB-03・04 SB-03・08

SB-03・05 SB-03・11

SB-03・06 SB-03・12
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SB-03・07 SB-04・01
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